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大
阪
市
ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
賞
は「
大
阪

市
内
に
お
け
る
都
市
居
住
を
促
進
し
て
い
く

た
め
の
表
彰
制
度
。ま
ち
と
つ
な
が
り
、ま
ち

に
住
む
魅
力
を
引
き
出
す
都
市
型
集
合
住
宅

を
表
彰
し
て
き
た
」と
髙
田
氏
は
い
う
。現
在

ま
で
、長
年
こ
の
賞
に
携
わ
っ
て
き
た
髙
田
氏

の
視
点
か
ら
、表
彰
制
度
立
ち
上
げ
の
経
緯
や

目
的
に
つ
い
て
聞
い
た
。

大
阪
は
気
候
風
土
、交
通
や
生
活
の
利
便

性
、近
隣
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
が
良
好
で
、古

く
は
難
波
宮
の
頃
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で

人
々
が
住
み
継
い
で
き
た
都
市
で
あ
る
。第
二

次
世
界
大
戦
中
に
市
内
中
心
部
は
大
部
分
が

焼
け
野
原
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、力
強
く
復

興
し
た
新
し
い
ま
ち
と
と
も
に
、古
い
ま
ち
な

み
が
残
る
地
域
も
あ
り
、多
様
な
生
活
文
化
が

市
内
各
地
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。

と
は
い
え
、戦
後
復
興
期
か
ら
高
度
経
済
成

長
期
に
か
け
て
は
、大
阪
に
限
ら
ず
全
国
的

1
9
8
7（
昭
和
62
）年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
大
阪
市
ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ

ザ
イ
ン
賞
。魅
力
あ
る
都
市
型
集
合
住
宅
の
表
彰
は
今
年
で
36

回
目
を
迎
え
ま
し
た
。賞
の
立
ち
上
げ
に
携
わ
り
、現
在
は
大
阪

市
ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
賞
選
考
有
識
者
会
議
座
長
を
務
め
る

髙
田
光
雄
氏
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、2
0
2
4（
令
和
6
）年
2
月
18
日（
日
）に
開
催
し
た
第
10

回
ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
振
り
返
り
ま
す
。

に
、早
く
安
く
大
量
に
住
宅
供
給
を
行
う
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
、低
質
で
画
一
的
な
住
宅
が

増
え
、都
市
居
住
の
魅
力
が
な
く
な
り
つ
つ

あ
っ
た
。1
9
7
0
年
代
に
入
る
と
量
的
な
充

足
が
得
ら
れ
た
も
の
の
、良
質
な
都
市
型
集
合

住
宅
は
な
か
な
か
増
え
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、住
宅
政
策
は
量
よ
り
質
を
求
め
る
流
れ
へ

と
転
換
す
べ
き
時
期
に
入
る
。

1
9
8
0
年
代
の
は
じ
め
、若
手
の
研
究

者
や
実
務
家
、行
政
関
係
者
ら
が「
大
阪
に
お

け
る
都
市
居
住
の
課
題
と
展
望
」を
議
論
す

る
場
が
つ
く
ら
れ
た
。公
的
住
宅
中
心
の
住

宅
政
策
の
見
直
し
や
地
域
性
の
重
視
、集
合

住
宅
団
地
の
事
業
コ
ン
ペ
開
催
、大
阪
の
住

ま
い
の
歴
史
研
究
、住
ま
い
の
絵
本
づ
く
り

な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア
が
出
さ
れ
た
。

大
阪
に
は
ど
の
よ
う
な
住
宅
が
必
要
な
の

か
、ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
を「
と
て
も

自
由
に
議
論
で
き
る
場
で
あ
っ
た
」と
、当
時

議
論
に
参
加
し
た
髙
田
氏
は
振
り
返
る
。

大
阪
の
都
市
居
住
に
つ
い
て
交
わ
さ
れ
た

議
論
は「
21
世
紀
都
市
居
住
イ
ベ
ン
ト
構
想（
大

阪
市
H
O
P
E
計
画
）」と
な
っ
て
結
実
す
る
。

「
H
O
P
E
計
画
」は
国
の
住
宅
制
度
で
、地
域

特
性
を
踏
ま
え
た
居
住
空
間
を
整
備
す
る
こ

と
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
。大
阪
市
で
取
り
組

む
に
あ
た
っ
て
は「
都
市
居
住
の
魅
力
の
創
出

と
そ
の
活
性
化
」が
基
本
理
念
に
掲
げ
ら
れ
た
。

大
阪
市
ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
賞
も
こ
の
構

想
の
一
環
で
創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

表
彰
制
度
設
計
に
あ
た
っ
て
、大
阪
市
内
に

あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
の
質
や
類
型
を
把
握
す
る

た
め
の
調
査
を
実
施
し
た
。対
象
と
な
っ
た
の

は
、1
9
7
5（
昭
和
50
）年
か
ら
1
9
8
5（
昭

和
60
）年
ま
で
に
大
阪
市
内
で
供
給
さ
れ
た
民

間
分
譲
住
宅
8
0
6
件
、約
6
万
5
千
戸
。調

査
に
1
年
、分
析
に
1
年
と
い
う
大
規
模
調
査

と
な
っ
た
が
、「
当
時
は
、表
彰
す
る
よ
う
な
民

間
住
宅
が
あ
る
の
か
と
心
配
す
る
ほ
ど
だ
っ

た
が
、調
査
に
よ
っ
て
表
彰
す
る
物
件
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
」と
髙
田
氏
は
い
う
。

民
間
分
譲
住
宅
の
調
査
を
す
る
一
方
で
、海

外
の
住
宅
政
策
や
表
彰
制
度
に
つ
い
て
の
調
査

も
行
わ
れ
た
。英
国
の「
H
O
U
S
I
N
G 

D
E
S
I
G
N 

A
W
A
R
D
S
」か
ら
は
特
に

多
く
の
示
唆
を
得
た
と
い
う
。当
時
、英
国
で

は
、新
築
住
宅
は
、既
存
建
築
物
の
用
途
変
更
や

改
修
、高
齢
者
住
宅
な
ど
の
表
彰
住
宅
の
カ
テ

ゴ
リ
ー
の
一
つ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
も
驚
き

で
あ
っ
た
と
い
う
。

英
国
で
は
、公
共
住
宅
も
民
間
住
宅
も
表
彰

対
象
で
あ
っ
た
が
、大
阪
市
ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ

イ
ン
賞
で
は
民
間
住
宅
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
る

と
い
う
狙
い
が
あ
り
、対
象
を
民
間
住
宅（
共
同

住
宅
／
長
屋
／
戸
建
住
宅
の
集
合
）に
絞
っ
て

実
施
し
て
き
た
。髙
田
氏
は「
ま
ち
の
魅
力
を
高

め
て
、ま
ち
に
住
む
こ
と
を
促
進
す
る
住
宅
を

表
彰
す
る
制
度
」だ
と
話
す
。審
査
で
は
、集
合

住
宅
が
立
体
的
な「
ま
ち
」を
つ
く
る
要
素
と
し

て
計
画
さ
れ
、周
辺
地
域
と
良
好
な
関
係
を
つ

く
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。

実
は
、住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
と
大
阪
く
ら

し
の
今
昔
館
を
つ
く
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
も
、大
阪
市
H
O
P
E
計
画
だ
っ
た
。大
阪

の
都
市
居
住
の
歴
史
を
紐
解
く
書
籍『
ま
ち
に

住
ま
う  

大
阪
都
市
住
宅
史
』（
大
阪
市
都
市
住

宅
史
編
集
委
員
会
編
／
平
凡
社
／
1
9
8
9
）

刊
行
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
研
究
成
果
を
発
信

髙
田
　
光
雄 

氏

た
か
だ

み
つ
お

す
る
た
め
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
づ
く
り
が
検
討

さ
れ
た
。同
時
期
に
住
宅
情
報
の
総
合
拠
点
づ

く
り
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

有
す
る
住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
つ

な
が
っ
た
。

改
め
て
髙
田
氏
に
大
阪
に
お
け
る
都
市
居

住
の
魅
力
に
つ
い
て
聞
く
と「
大
阪
に
は
地
域

に
よ
っ
て
異
な
る
文
化
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に

魅
力
が
あ
る
。例
え
ば
歴
史
的
街
並
み
が
継
承

さ
れ
て
い
る
H
O
P
E
ゾ
ー
ン
事
業
対
象
地

区
の
平
野
、空
堀
、住
吉
、天
満
、船
場
、田
辺
な

ど
、沖
縄
文
化
が
根
付
く
大
正
、韓
国
な
ど
多

様
な
外
国
文
化
と
の
共
生
を
目
指
す
生
野
な

ど
だ
。大
阪
に
は
、長
い
居
住
の
歴
史
が
あ
り
、

一
方
で
新
陳
代
謝
が
あ
る
の
も
魅
力
。そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
文
化
を
大
切
に
し
て
、魅
力
を
引
き

出
し
、住
み
継
い
で
い
く
べ
き
。ハ
ウ
ジ
ン
グ

デ
ザ
イ
ン
賞
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、都
市
居
住
の
魅
力
に
目
を
向
け
て
も
ら
い

た
い
」と
語
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の

大
阪
市
ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
賞
と

都
市
型
集
合
住
宅
の
こ
れ
か
ら

特
集 

あんじゅはウェブサイトでもご覧頂けます。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

表
彰
を
と
お
し
て

都
市
居
住
の
魅
力
を

発
信
す
る
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市
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デ
ザ
イ
ン
賞
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的
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や
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活
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、近
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な
ど
が
良
好
で
、古

く
は
難
波
宮
の
頃
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で

人
々
が
住
み
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い
で
き
た
都
市
で
あ
る
。第
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次
世
界
大
戦
中
に
市
内
中
心
部
は
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分
が
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け
野
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と
な
っ
て
し
ま
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た
が
、力
強
く
復

興
し
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新
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い
ま
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に
、古
い
ま
ち
な

み
が
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地
域
も
あ
り
、多
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な
生
活
文
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が

市
内
各
地
に
蓄
積
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て
い
る
。

と
は
い
え
、戦
後
復
興
期
か
ら
高
度
経
済
成

長
期
に
か
け
て
は
、大
阪
に
限
ら
ず
全
国
的

に
、早
く
安
く
大
量
に
住
宅
供
給
を
行
う
こ
と

が
強
く
求
め
ら
れ
、低
質
で
画
一
的
な
住
宅
が

増
え
、都
市
居
住
の
魅
力
が
な
く
な
り
つ
つ

あ
っ
た
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9
7
0
年
代
に
入
る
と
量
的
な
充

足
が
得
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れ
た
も
の
の
、良
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な
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合
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か
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な
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り
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入
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中
心
の
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し
や
地
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性
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団
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な
ど
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デ
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大
阪
に
は
ど
の
よ
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な
住
宅
が
必
要
な
の

か
、ど
ん
な
こ
と
が
で
き
る
の
か
を「
と
て
も

自
由
に
議
論
で
き
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場
で
あ
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た
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、当
時

議
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に
参
加
し
た
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田
氏
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振
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返
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。
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居
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つ
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21
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紀
都
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市
H
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計
画
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結
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H
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計
画
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目
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に
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掲
げ
ら
れ
た
。

大
阪
市
ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
賞
も
こ
の
構

想
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さ
れ
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。
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、大
阪
市
内
に
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に
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に
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大
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ほ
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と
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氏
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を
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る
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で
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や
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S
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ら
は
特
に

多
く
の
示
唆
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得
た
と
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う
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時
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で

は
、新
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、既
存
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築
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途
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者
住
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と
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き
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で
は
、公
共
住
宅
も
民
間
住
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で
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た
が
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ハ
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デ
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イ
ン
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で
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の
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と
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狙
い
が
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、対
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を
民
間
住
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共
同

住
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／
長
屋
／
戸
建
住
宅
の
集
合
）に
絞
っ
て

実
施
し
て
き
た
。髙
田
氏
は「
ま
ち
の
魅
力
を
高

め
て
、ま
ち
に
住
む
こ
と
を
促
進
す
る
住
宅
を

表
彰
す
る
制
度
」だ
と
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す
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で
は
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合

住
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が
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体
的
な「
ま
ち
」を
つ
く
る
要
素
と
し

て
計
画
さ
れ
、周
辺
地
域
と
良
好
な
関
係
を
つ

く
っ
て
い
る
か
ど
う
か
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。

実
は
、住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
と
大
阪
く
ら

し
の
今
昔
館
を
つ
く
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
も
、大
阪
市
H
O
P
E
計
画
だ
っ
た
。大
阪

の
都
市
居
住
の
歴
史
を
紐
解
く
書
籍『
ま
ち
に

住
ま
う  

大
阪
都
市
住
宅
史
』（
大
阪
市
都
市
住

宅
史
編
集
委
員
会
編
／
平
凡
社
／
1
9
8
9
）

刊
行
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
研
究
成
果
を
発
信

す
る
た
め
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
づ
く
り
が
検
討

さ
れ
た
。同
時
期
に
住
宅
情
報
の
総
合
拠
点
づ

く
り
も
検
討
さ
れ
て
お
り
、ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を

有
す
る
住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
つ

な
が
っ
た
。

改
め
て
髙
田
氏
に
大
阪
に
お
け
る
都
市
居

住
の
魅
力
に
つ
い
て
聞
く
と「
大
阪
に
は
地
域

に
よ
っ
て
異
な
る
文
化
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
に

魅
力
が
あ
る
。例
え
ば
歴
史
的
街
並
み
が
継
承

さ
れ
て
い
る
H
O
P
E
ゾ
ー
ン
事
業
対
象
地

区
の
平
野
、空
堀
、住
吉
、天
満
、船
場
、田
辺
な

ど
、沖
縄
文
化
が
根
付
く
大
正
、韓
国
な
ど
多

様
な
外
国
文
化
と
の
共
生
を
目
指
す
生
野
な

ど
だ
。大
阪
に
は
、長
い
居
住
の
歴
史
が
あ
り
、

一
方
で
新
陳
代
謝
が
あ
る
の
も
魅
力
。そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
文
化
を
大
切
に
し
て
、魅
力
を
引
き

出
し
、住
み
継
い
で
い
く
べ
き
。ハ
ウ
ジ
ン
グ

デ
ザ
イ
ン
賞
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、都
市
居
住
の
魅
力
に
目
を
向
け
て
も
ら
い

た
い
」と
語
っ
た
。

〈参考図書〉 『未来へ手渡す HOUSING POLICY  大阪  住宅・まちづくり政策史』 （2016年／著者：北山啓三／発行：大阪公立大学共同出版会）

カサーレ ウエストゲートシティ
（住之江区東加賀屋1丁目） ［新築・分譲］

ベイシティ大阪
（港区池島3丁目）
［維持管理・分譲］

第36回大阪市ハウジングデザイン賞表彰式を行いました。
181件の応募の内、2件が大阪市ハウジングデザイン賞特別賞
（特定の分野において特に優れているもの）を受賞しました。
住之江区の「カサーレ ウエストゲートシティ」はまちと調和す
る豊かな緑地環境が設えられたランドスケープデザインが評価
され、港区の「ベイシティ大阪」は管理組合と町会の協力による
資産の維持管理やコミュニティ活動等への積極的、継続的な
取り組みが評価されました。大阪市ハウジングデザイン賞選考
有識者会議座長髙田光雄氏から「次年度以降、まちと深く関わ
る環境的、社会的、文化的持続可能性を追求した提案住宅がよ
り多く応募されることを期待したい」と講評がありました。

第36回
大阪市ハウジングデザイン賞表彰式

2024年2月18日（日）13：00開催

受賞住宅
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「
こ
の
ま
ち
、こ
の
場
所
」を
考
え
抜
い
た

受
賞
作
品

古
山　
日
建
ハ
ウ
ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
は「
生
き

る
も
、活
き
る
も
、創
る
」を
テ
ー
マ
に
、社
会
課

題
に
向
き
合
い
な
が
ら
設
計
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

第
3
回
受
賞
の「
武
田
淀
川
ハ
イ
ム
」は
、社
宅

と
単
身
者
寮
と
し
て
建
て
た
も
の
で
す
。プ
ラ

イ
バ
シ
ー
や
通
風
環
境
に
配
慮
し
、社
宅
は
あ

え
て
2
棟
に
分
節
し
ま
し
た
。単
身
者
寮
の
1
、

2
階
に
は
食
堂
な
ど
を
設
け
、働
く
人
が
気
持

ち
よ
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

第
11
回
受
賞
の「
メ
ゾ
ン
文
の
里 

阿
倍
野
ツ
イ

ン
」（
1
）は
、す
ぐ
隣
に
あ
る
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

の
眺
望
の
確
保
も
考
え
て
分
棟
し
ま
し
た
。2

棟
に
し
た
こ
と
で
外
気
に
接
す
る
部
分
が
多

く
な
り
、通
風
環
境
が
よ
い
マ
ン
シ
ョ
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
。

2
0
2
1
年
に
は
、弊
社
の
創
立
50
周
年
を
記

念
し
て
次
世
代
集
合
住
宅
を
構
想
し
発
表
し

ま
し
た
。重
視
し
た
の
は
永
続
性
で
、購
入
後

長
く
住
み
た
く
な
る
住
ま
い
を
考
え
ま
し
た
。

ま
た
、永
続
性
を
実
現
す
る
た
め
の
商
材
と
し

て
、可
動
式
の
間
仕
切
り
収
納
ユ
ニ
ッ
ト
や
、可

動
式
の
キ
ッ
チ
ン
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
ま
し

た
。生
活
環
境
の
変
化
に
あ
わ
せ
て
、自
分
ら
し

い
住
環
境
を
維
持
す
る
た
め
の
仕
組
み
も
提
案

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

西
川　
ア
ー
ト
ア
ン
ド
ク
ラ
フ
ト
は
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
専
業
と
し
て
い
ま
す
。2
0
0
6
年

に「
鎗
屋
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
」が
第
20
回
特
別
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。当
時
は
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
言
葉
が
ま
だ
ま
だ
一
般
的
で
は
な
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
駆
体
が
剥
き
出

第
32
回
特
別
賞
の「
新
桜
川
ビ
ル
」（
2
）で
は
設

計
監
理
と
施
工
、賃
借
人
募
集
ま
で
一
貫
し
て

サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
再
興
」を

コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
て
、建
築
当
時
の
意
匠
は

そ
の
ま
ま
に
建
物
が
持
つ
良
さ
を
引
き
立
て

る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。サ
イ
ン
や

銘
板
な
ど
は
再
利
用
し
て
建
物
の
歴
史
を
残

し
て
い
ま
す
。ボ
ロ
い（
汚
い
）の
は
N
G
だ
け

ど
古
い（
趣
が
あ
る
）の
は
O
K
。築
年
数
が
経

過
し
た
物
件
に
対
す
る
ユ
ー
ザ
ー
の
許
容
ラ

イ
ン
は
実
に
複
雑
。残
す
べ
き
と
こ
ろ
、更
新
す

べ
き
と
こ
ろ
を
見
極
め
な
が
ら
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
賞
と
都
市
型
集

合
住
宅
の
こ
れ
か
ら

江
川　
先
日
、今
回
紹
介
さ
れ
た
受
賞
住
宅
は

す
べ
て
、現
地
ま
で
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。建

築
は
場
所
と
の
関
係
性
が
と
て
も
重
要
で
す

が
、み
な
さ
ん
が
よ
く
考
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

注
い
で
、そ
の
場
所
に
適
っ
た
建
物
を
つ
く
っ

て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、メ
ゾ
ン
文
の
里 

阿
倍
野
ツ
イ
ン
。景

観
を
大
切
に
し
た
建
築
で
、み
ん
な
で
ま
ち
を

作
っ
て
い
る
感
覚
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、居
住

者
と
ま
ち
の
人
が
仲
良
く
暮
ら
せ
る
だ
ろ
う

と
想
像
で
き
ま
す
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
受
賞
し
た
新
桜
川
ビ
ル

の
よ
う
に
、建
築
は
い
ろ
い
ろ
に
使
い
回
し
て

い
く
の
が
当
た
り
前
で
す
。審
査
し
て「
特
別

賞
」と
し
ま
し
た
が
、特
別
に
素
晴
ら
し
い
か
ら

特
別
賞
だ
と
伝
え
た
い
で
す
。

髙
田　
江
川
先
生
か
ら
講
評
い
た
だ
き
ま
し

た
。感
想
な
ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

古
山　
過
去
の
資
料
を
調
べ
直
す
と
、受
賞
作

品
の
建
設
当
時
は
み
ん
な
が
興
味
を
持
っ
て

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。い
つ
か
ら
か
経
済
合
理
性
に

流
さ
れ
、プ
ラ
ン
が
凝
り
固
ま
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。反
省
と
自
戒
の
念
を
込
め
て
今
後
は

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

西
川　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
も
大
賞
を
取
る

可
能
性
が
あ
る
と
わ
か
り
嬉
し
い
で
す
。建
築

業
界
は
建
物
を「
建
築
」と
呼
び
、不
動
産
業
界

で
は「
建
物
／
物
件
」と
呼
ぶ
。同
じ
も
の
が
違

う
呼
び
方
を
さ
れ
る
こ
と
に
業
界
の
隔
た
り

を
感
じ
ま
す
。建
築
と
不
動
産
の
相
互
理
解
が

も
っ
と
深
ま
れ
ば
社
会
が
よ
り
良
く
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

は
金
融
機
関
の
融
資
に
よ
る
資
金
調
達
で
苦

戦
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、金
融
業
界
も
建
築

や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
る
と
い
い
で
す
ね
。

小
池　
設
計
に
つ
い
て
専
門
家
が
一
般
の
方

に
伝
え
る
こ
と
は
大
切
で
す
。背
景
が
伝
わ
れ

ば
、建
物
に
対
す
る
愛
着
が
生
ま
れ
、長
く
住
み

継
い
で
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

オ
ー
プ
ン
ナ
ガ
ヤ
大
阪（
＊
2
）や
、イ
ケ
フ
ェ

ス（
＊
3
）の
よ
う
に
、建
物
を
開
放
し
て
設
計

者
の
思
い
を
伝
え
る
機
会
が
あ
る
こ
と
は
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

江
川　
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。建
物
を
開

放
し
て
、賞
が
あ
る
こ
と
を
建
築
が
専
門
で
は

な
い
人
に
も
広
く
知
っ
て
も
ら
わ
な
い
と

も
っ
た
い
な
い
。

髙
田　
賞
の
選
考
時
は
我
々
が
必
ず
住
ま
い

の
中
に
入
り
、可
能
な
限
り
住
ま
い
手
の
お
話

を
聞
き
ま
す
。毎
回
大
き
な
気
づ
き
が
あ
る
の

で
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
と
し
て
今
後
は
住

ま
い
手
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
受
賞
住
宅
を

巡
る
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

都
市
型
集
合
住
宅
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て

は
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

古
山　
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
売
る
こ
と
が
中
心

に
あ
り
、我
々
も
そ
の
意
見
を
聞
い
て
設
計
し

ま
す
。例
え
ば
、デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
建
物
の
正

面
に
つ
い
て
は
と
て
も
気
に
す
る
の
で
す
が
、

裏
側
は
あ
ま
り
重
視
し
な
い
。そ
う
い
う
建
築

の
余
白
に
も
、建
築
家
の
手
垢
が
残
っ
て
い
る

よ
う
な
も
の
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

西
川　
新
築
で
も
一
戸
一
戸
、住
ま
い
手
に
合

わ
せ
た
設
計
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

課
題
は
多
い
で
し
ょ
う
が
、専
有
部
分
の
内
装

を
つ
く
ら
ず
ス
ケ
ル
ト
ン（
建
物
の
壁・柱・天

井
の
骨
組
み
）で
供
給
で
き
れ
ば
よ
い
で
す
ね
。

髙
田　
ス
ケ
ル
ト
ン・イ
ン
フ
ィ
ル
と
い
う
方

式
は
、時
間
と
手
間
が
か
か
り
ま
す
。し
か
し
、

手
続
き
を
踏
ま
え
れ
ば
で
き
る
可
能
性
も
出

て
き
て
い
る
。裸
貸（
注
1
）の
伝
統
を
も
つ
大

阪
は
、お
そ
ら
く
全
国
で
も
っ
と
も
こ
の
方
式

に
理
解
の
あ
る
自
治
体
だ
と
思
い
ま
す
。

小
池　
維
持
管
理
は
と
て
も
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

が
、戸
建
住
宅
郡
に
と
っ
て
も
同
様
で
す
。住
み

こ
な
し
て
い
く
上
で
、区
分
所
有
法
な
ど
多
く

の
知
識
を
住
民
が
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

髙
田　
戸
建
住
宅
も
2
戸
以
上
の
集
合
で
あ

れ
ば
ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
賞
に
応
募
で
き

ま
す
。建
売
住
宅
や
長
屋
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

も
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
、幅
広
い
応
募

が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

も
っ
と
議
論
を
重
ね
た
い
で
す
が
、最
後
に
一

言
お
願
い
し
ま
す
。

中
塚　
都
市
型
集
合
住
宅
に
は
民
間
だ
け
で

な
く
公
的
な
も
の
も
あ
る
の
で
、両
方
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。市
営
住
宅
が

受
賞
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

小
池　
住
宅
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
ま
す
が
、見
学
者
を
受
け
入
れ
た
り
、

人
を
招
き
入
れ
ら
れ
る
家
を
つ
く
る
な
ど
、「
家

を
ひ
ら
く
」方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

西
川　
建
築
、不
動
産
、金
融
の
相
互
理
解
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
、よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

古
山　
今
こ
そ
地
球
環
境
を
ど
う
す
る
か
を

考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。先
達
の
よ
う
に
風

通
し
を
考
え
る
な
ど
、地
球
環
境
に
や
さ
し
い

住
宅
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

江
川　
都
市
に
住
む
と
い
う
こ
と
は
、家
の

中
だ
け
で
な
く
ま
ち
に
住
む
と
い
う
こ
と
。

心
に
伝
わ
る
よ
う
な
、共
に
住
む
と
い
う
視

点
で
、み
な
さ
ん
と
議
論
を
深
め
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

髙
田　
江
川
先
生
の
お
話
は
ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ

ザ
イ
ン
賞
の
目
的
そ
の
も
の
で
す
。大
阪
の

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
の
特
性
を
読
み
取
っ
て
、

そ
の
魅
力
や
住
ま
い
方
を
継
続
的
に
発
信
す

る
こ
と
で
、ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
賞
が「
ま

ち
に
住
む
」上
で
の
新
し
い
価
値
観
を
提
起

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
池　
大
阪
公
立
大
学
の
研
究
拠
点
の
一
つ
豊

崎
プ
ラ
ザ
が
、第
23
回
特
別
賞
を
受
賞
し
た「
豊

崎
長
屋
」の
一
角
に
あ
り
ま
す
。豊
崎
長
屋
は
戦

争
を
生
き
延
び
た
長
屋
の
一
つ
で
、梅
田
か
ら

歩
い
て
15
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

舗
装
さ
れ
て
い
な
い
路
地
と
長
屋
が
つ
く
る
光

景
は
、昔
な
が
ら
の
大
阪
の
都
市
居
住
の
魅
力
を

伝
え
る
も
の
で
す
。研
究
者
に
と
っ
て
も
、学
生

に
と
っ
て
も
魅
力
が
あ
り
ま
す
。歴
史
、住
文
化
、

デ
ザ
イ
ン
、ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
専
門
家
が
関
わ

り
、学
生
も
交
え
て
手
探
り
で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。始
め
て
間
も
な
い
頃
に

ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
賞
特
別
賞
を
い
た
だ
い

て
、と
て
も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

1
9
2
5
年
築
の
長
屋
を
2
0
0
8
年
に
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、そ
の
改
修
か
ら
15
年
を
経

た
2
0
2
3
年
に
撮
影
し
ま
し
た（
3
）。入
居

者
が
庭
の
日
当
た
り
に
合
わ
せ
て
植
物
を
育

て
て
い
ま
す
。時
間
が
経
つ
と
傷
む
箇
所
も
あ

り
ま
す
が
、時
間
を
か
け
て
整
え
て
い
く
こ
と

で
、住
ま
い
が
熟
成
し
て
い
き
ま
す
。そ
こ
が

長
屋
の
賃
貸
の
難
し
い
面
で
も
あ
り
、面
白
い

部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

大
阪
の
長
屋
の
魅
力
、そ
の
住
ま
い
方
、地
面
に

接
し
た
暮
ら
し
が
あ
る
こ
と
を
残
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
塚　
地
域
計
画
建
築
研
究
所
は
総
合
的
な
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
や
デ
ザ
イ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、力
を
入
れ
て
い
る
の
が「
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
」で
す
。

昨
年
受
賞
し
た「
寺
田
町
プ
レ
イ
ス
1
」（
4
）

は
、戦
後
の
区
画
整
理
が
あ
っ
た
エ
リ
ア
に
位

置
し
ま
す
。相
続
の
時
期
を
迎
え
、建
て
替
え

に
よ
る
高
層
化
が
進
ん
で
い
る
こ
の
場
所
で

さ
ら
に
高
層
住
宅
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
の
建
築
に
し
よ
う
と

考
え
ま
し
た
。

「
上
質
な
普
通
の
暮
ら
し
」を
テ
ー
マ
に
、入
居
者

が
自
身
で
よ
り
よ
い
住
環
境
を
得
ら
れ
る
仕
掛

け
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。例
え
ば
、量
販
店
で
入

手
で
き
る
好
み
の
照
明
器
具
を
取
り
付
け
ら
れ

る
ダ
ク
ト
レ
ー
ル
の
設
置
な
ど
で
す
。

運
営
面
で
は
、居
住
空
間
の
こ
と
だ
け
を
考
慮

す
る
の
で
は
な
く
、ま
ち
と
の
つ
な
が
り
を
重

視
し
ま
し
た
。地
域
住
民
や
周
辺
エ
リ
ア
で
活

動
す
る
団
体
と
関
わ
る
機
会
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
組
み
込
み
ま
し
た
。建
て
替
え
前
か
ら
街

角
マ
ル
シ
ェ
や
音
楽
ラ
イ
ブ
な
ど
を
開
催
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

し
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ら
で

は
の
空
間
も
今
で
は
当
た
り
前
で
す
が
、当
時
は

印
象
的
に
映
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

事
務
所
か
ら
住
宅
へ
の
用
途
変
更
に
必
要
な
条

件
が
現
在
よ
り
も
厳
し
く
、採
光
を
確
保
す
る

た
め
の
大
掛
か
り
な
工
事
を
す
る
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
工
夫
を
し
ま
し
た
。リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

か
ら
20
年
以
上
経
っ
て
も
賃
料
が
下
が
ら
ず
市

場
で
の
価
値
を
保
っ
て
い
ま
す
。

や
り
や

第 
10 
回
大
阪
市
ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（1）メゾン文の里 阿倍野ツイン

パ
ネ
リ
ス
ト株式会社日建ハウジングシステム大阪代表  理事  設計部部

長。1973年生まれ、兵庫県出身。大規模や超高層を中心と
した分譲集合住宅、マンション建替、企業社宅など様々な
タイプの集合住宅の設計を担当してきた。「渡鹿社宅」にて
くまもと景観賞、「ローレルコート上本町石ヶ辻公園」にて
グッドデザイン賞等を受賞。現在竹を活用した建築の研究
にも取り組んでいる。

受賞歴（設計者：株式会社日建ハウジングシステム）
第３回（H１）武田淀川ハイム（淀川区新高６丁目）、第11回（H９）メ
ゾン文の里 阿倍野ツイン（阿倍野区美章園３丁目）、第13回（H11）
プラネスーペリア与力町（北区与力町）、第19回（H17）グランドメゾ
ン大手前タワー（中央区大手通１丁目、糸屋町１丁目）、第26回
（H24）《特別賞》グランドメゾン靱公園（西区京町堀２丁目）

古山 明義 氏
株式会社アートアンドクラフト・大阪R不動産代表
取締役社長。1985年生まれ、広島県出身。一級建
築士。宅地建物取引士。2008年兵庫県立大学環境
人間学部を卒業後、不動産デベロッパーを経て、
2013年アートアンドクラフト入社。大阪R不動産事
業に従事した後、建築・不動産の領域を横断しな
がら企画、コンサルティングを行う。2016年取締役
就任、2023年より代表取締役。

受賞歴（設計者：株式会社アートアンドクラフト）
第20回（H18）《特別賞》鎗屋アパートメント（中央区鎗
屋町１丁目）、第30回（H28）《特別賞》APartMENT（旧
北川鉄工所社宅北棟）（住之江区北加賀屋２丁目）、第
32回（H30）《特別賞》新桜川ビル（浪速区桜川３丁目）

西川 純司 氏
大阪公立大学大学院生活科学研究科教授。大
阪長屋やニュータウンの空き家のリノベーショ
ンに取り組む。一級建築士、博士（工学）。2002年
ウズラボ共同設立。2011年、2018年グッドデザイ
ン賞、2021年大阪建築コンクール大阪府知事賞
ほか。著書に『リノベーションの教科書』『竹原義
二の視点 日本建築に学ぶ設計手法』（共著・学
芸出版）など。

受賞歴（設計者：大阪市立大学都市研究プラザ＋
竹原・小池研究室）
第23回（H21）《特別賞》豊崎長屋（北区豊崎）

小池 志保子 氏
ふるやま   あきよしにしかわ   じゅんじこ い け　 し ほ こ

こ
れ
ま
で
の
大
阪
市
ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
賞（
＊
1
）と

都
市
型
集
合
住
宅
の
こ
れ
か
ら

（2）新桜川ビル

beforeafter

PANEL DISCUSSION

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
前
半
で
は
、こ
れ
ま
で
の
大
阪
市
ハウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
賞
受
賞
者
４
名
が
受
賞
作

品
や
現
在
の
取
り
組
み
を
紹
介
。後
半
は
同
賞
選
考
有
識
者
会
議
メ
ン
バ
ー
の
江
川
直
樹
氏
、

座
長
の
髙
田
光
雄
氏
を
交
え
た
密
度
の
高
い
デ
ィ
ス
カ
ッション
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

3



　　これまでの大阪市ハウジングデザイン賞と都市型集合住宅のこれから特 集

第
32
回
特
別
賞
の「
新
桜
川
ビ
ル
」（
2
）で
は
設

計
監
理
と
施
工
、賃
借
人
募
集
ま
で
一
貫
し
て

サ
ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
再
興
」を

コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
て
、建
築
当
時
の
意
匠
は

そ
の
ま
ま
に
建
物
が
持
つ
良
さ
を
引
き
立
て

る
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。サ
イ
ン
や

銘
板
な
ど
は
再
利
用
し
て
建
物
の
歴
史
を
残

し
て
い
ま
す
。ボ
ロ
い（
汚
い
）の
は
N
G
だ
け

ど
古
い（
趣
が
あ
る
）の
は
O
K
。築
年
数
が
経

過
し
た
物
件
に
対
す
る
ユ
ー
ザ
ー
の
許
容
ラ

イ
ン
は
実
に
複
雑
。残
す
べ
き
と
こ
ろ
、更
新
す

べ
き
と
こ
ろ
を
見
極
め
な
が
ら
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
賞
と
都
市
型
集

合
住
宅
の
こ
れ
か
ら

江
川　
先
日
、今
回
紹
介
さ
れ
た
受
賞
住
宅
は

す
べ
て
、現
地
ま
で
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。建

築
は
場
所
と
の
関
係
性
が
と
て
も
重
要
で
す

が
、み
な
さ
ん
が
よ
く
考
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

注
い
で
、そ
の
場
所
に
適
っ
た
建
物
を
つ
く
っ

て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、メ
ゾ
ン
文
の
里 

阿
倍
野
ツ
イ
ン
。景

観
を
大
切
に
し
た
建
築
で
、み
ん
な
で
ま
ち
を

作
っ
て
い
る
感
覚
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、居
住

者
と
ま
ち
の
人
が
仲
良
く
暮
ら
せ
る
だ
ろ
う

と
想
像
で
き
ま
す
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
受
賞
し
た
新
桜
川
ビ
ル

の
よ
う
に
、建
築
は
い
ろ
い
ろ
に
使
い
回
し
て

い
く
の
が
当
た
り
前
で
す
。審
査
し
て「
特
別

賞
」と
し
ま
し
た
が
、特
別
に
素
晴
ら
し
い
か
ら

特
別
賞
だ
と
伝
え
た
い
で
す
。

髙
田　
江
川
先
生
か
ら
講
評
い
た
だ
き
ま
し

た
。感
想
な
ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

古
山　
過
去
の
資
料
を
調
べ
直
す
と
、受
賞
作

品
の
建
設
当
時
は
み
ん
な
が
興
味
を
持
っ
て

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。い
つ
か
ら
か
経
済
合
理
性
に

流
さ
れ
、プ
ラ
ン
が
凝
り
固
ま
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。反
省
と
自
戒
の
念
を
込
め
て
今
後
は

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

西
川　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
も
大
賞
を
取
る

可
能
性
が
あ
る
と
わ
か
り
嬉
し
い
で
す
。建
築

業
界
は
建
物
を「
建
築
」と
呼
び
、不
動
産
業
界

で
は「
建
物
／
物
件
」と
呼
ぶ
。同
じ
も
の
が
違

う
呼
び
方
を
さ
れ
る
こ
と
に
業
界
の
隔
た
り

を
感
じ
ま
す
。建
築
と
不
動
産
の
相
互
理
解
が

も
っ
と
深
ま
れ
ば
社
会
が
よ
り
良
く
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

は
金
融
機
関
の
融
資
に
よ
る
資
金
調
達
で
苦

戦
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、金
融
業
界
も
建
築

や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
る
と
い
い
で
す
ね
。

小
池　
設
計
に
つ
い
て
専
門
家
が
一
般
の
方

に
伝
え
る
こ
と
は
大
切
で
す
。背
景
が
伝
わ
れ

ば
、建
物
に
対
す
る
愛
着
が
生
ま
れ
、長
く
住
み

継
い
で
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

オ
ー
プ
ン
ナ
ガ
ヤ
大
阪（
＊
2
）や
、イ
ケ
フ
ェ

ス（
＊
3
）の
よ
う
に
、建
物
を
開
放
し
て
設
計

者
の
思
い
を
伝
え
る
機
会
が
あ
る
こ
と
は
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

江
川　
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。建
物
を
開

放
し
て
、賞
が
あ
る
こ
と
を
建
築
が
専
門
で
は

な
い
人
に
も
広
く
知
っ
て
も
ら
わ
な
い
と

も
っ
た
い
な
い
。

髙
田　
賞
の
選
考
時
は
我
々
が
必
ず
住
ま
い

の
中
に
入
り
、可
能
な
限
り
住
ま
い
手
の
お
話

を
聞
き
ま
す
。毎
回
大
き
な
気
づ
き
が
あ
る
の

で
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
と
し
て
今
後
は
住

ま
い
手
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
受
賞
住
宅
を

巡
る
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

都
市
型
集
合
住
宅
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て

は
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

古
山　
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
売
る
こ
と
が
中
心

に
あ
り
、我
々
も
そ
の
意
見
を
聞
い
て
設
計
し

ま
す
。例
え
ば
、デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
建
物
の
正

面
に
つ
い
て
は
と
て
も
気
に
す
る
の
で
す
が
、

裏
側
は
あ
ま
り
重
視
し
な
い
。そ
う
い
う
建
築

の
余
白
に
も
、建
築
家
の
手
垢
が
残
っ
て
い
る

よ
う
な
も
の
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

西
川　
新
築
で
も
一
戸
一
戸
、住
ま
い
手
に
合

わ
せ
た
設
計
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

課
題
は
多
い
で
し
ょ
う
が
、専
有
部
分
の
内
装

を
つ
く
ら
ず
ス
ケ
ル
ト
ン（
建
物
の
壁・柱・天

井
の
骨
組
み
）で
供
給
で
き
れ
ば
よ
い
で
す
ね
。

髙
田　
ス
ケ
ル
ト
ン・イ
ン
フ
ィ
ル
と
い
う
方

式
は
、時
間
と
手
間
が
か
か
り
ま
す
。し
か
し
、

手
続
き
を
踏
ま
え
れ
ば
で
き
る
可
能
性
も
出

て
き
て
い
る
。裸
貸（
注
1
）の
伝
統
を
も
つ
大

阪
は
、お
そ
ら
く
全
国
で
も
っ
と
も
こ
の
方
式

に
理
解
の
あ
る
自
治
体
だ
と
思
い
ま
す
。

小
池　
維
持
管
理
は
と
て
も
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

が
、戸
建
住
宅
郡
に
と
っ
て
も
同
様
で
す
。住
み

こ
な
し
て
い
く
上
で
、区
分
所
有
法
な
ど
多
く

の
知
識
を
住
民
が
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

髙
田　
戸
建
住
宅
も
2
戸
以
上
の
集
合
で
あ

れ
ば
ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
賞
に
応
募
で
き

ま
す
。建
売
住
宅
や
長
屋
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

も
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
、幅
広
い
応
募

が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

も
っ
と
議
論
を
重
ね
た
い
で
す
が
、最
後
に
一

言
お
願
い
し
ま
す
。

中
塚　
都
市
型
集
合
住
宅
に
は
民
間
だ
け
で

な
く
公
的
な
も
の
も
あ
る
の
で
、両
方
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。市
営
住
宅
が

受
賞
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

小
池　
住
宅
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
ま
す
が
、見
学
者
を
受
け
入
れ
た
り
、

人
を
招
き
入
れ
ら
れ
る
家
を
つ
く
る
な
ど
、「
家

を
ひ
ら
く
」方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

西
川　
建
築
、不
動
産
、金
融
の
相
互
理
解
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
、よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

古
山　
今
こ
そ
地
球
環
境
を
ど
う
す
る
か
を

考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。先
達
の
よ
う
に
風

通
し
を
考
え
る
な
ど
、地
球
環
境
に
や
さ
し
い

住
宅
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

江
川　
都
市
に
住
む
と
い
う
こ
と
は
、家
の

中
だ
け
で
な
く
ま
ち
に
住
む
と
い
う
こ
と
。

心
に
伝
わ
る
よ
う
な
、共
に
住
む
と
い
う
視

点
で
、み
な
さ
ん
と
議
論
を
深
め
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

髙
田　
江
川
先
生
の
お
話
は
ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ

ザ
イ
ン
賞
の
目
的
そ
の
も
の
で
す
。大
阪
の

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
の
特
性
を
読
み
取
っ
て
、

そ
の
魅
力
や
住
ま
い
方
を
継
続
的
に
発
信
す

る
こ
と
で
、ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
賞
が「
ま

ち
に
住
む
」上
で
の
新
し
い
価
値
観
を
提
起

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
池　
大
阪
公
立
大
学
の
研
究
拠
点
の
一
つ
豊

崎
プ
ラ
ザ
が
、第
23
回
特
別
賞
を
受
賞
し
た「
豊

崎
長
屋
」の
一
角
に
あ
り
ま
す
。豊
崎
長
屋
は
戦

争
を
生
き
延
び
た
長
屋
の
一
つ
で
、梅
田
か
ら

歩
い
て
15
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

舗
装
さ
れ
て
い
な
い
路
地
と
長
屋
が
つ
く
る
光

景
は
、昔
な
が
ら
の
大
阪
の
都
市
居
住
の
魅
力
を

伝
え
る
も
の
で
す
。研
究
者
に
と
っ
て
も
、学
生

に
と
っ
て
も
魅
力
が
あ
り
ま
す
。歴
史
、住
文
化
、

デ
ザ
イ
ン
、ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
専
門
家
が
関
わ

り
、学
生
も
交
え
て
手
探
り
で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。始
め
て
間
も
な
い
頃
に

ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
賞
特
別
賞
を
い
た
だ
い

て
、と
て
も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

1
9
2
5
年
築
の
長
屋
を
2
0
0
8
年
に
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、そ
の
改
修
か
ら
15
年
を
経

た
2
0
2
3
年
に
撮
影
し
ま
し
た（
3
）。入
居

者
が
庭
の
日
当
た
り
に
合
わ
せ
て
植
物
を
育

て
て
い
ま
す
。時
間
が
経
つ
と
傷
む
箇
所
も
あ

り
ま
す
が
、時
間
を
か
け
て
整
え
て
い
く
こ
と

で
、住
ま
い
が
熟
成
し
て
い
き
ま
す
。そ
こ
が

長
屋
の
賃
貸
の
難
し
い
面
で
も
あ
り
、面
白
い

部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

大
阪
の
長
屋
の
魅
力
、そ
の
住
ま
い
方
、地
面
に

接
し
た
暮
ら
し
が
あ
る
こ
と
を
残
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
塚　
地
域
計
画
建
築
研
究
所
は
総
合
的
な
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
や
デ
ザ
イ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

近
年
、力
を
入
れ
て
い
る
の
が「
持
続
可
能
な
地

域
づ
く
り
」で
す
。

昨
年
受
賞
し
た「
寺
田
町
プ
レ
イ
ス
1
」（
4
）

は
、戦
後
の
区
画
整
理
が
あ
っ
た
エ
リ
ア
に
位

置
し
ま
す
。相
続
の
時
期
を
迎
え
、建
て
替
え

に
よ
る
高
層
化
が
進
ん
で
い
る
こ
の
場
所
で

さ
ら
に
高
層
住
宅
を
つ
く
る
の
で
は
な
く
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
の
建
築
に
し
よ
う
と

考
え
ま
し
た
。

「
上
質
な
普
通
の
暮
ら
し
」を
テ
ー
マ
に
、入
居
者

が
自
身
で
よ
り
よ
い
住
環
境
を
得
ら
れ
る
仕
掛

け
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。例
え
ば
、量
販
店
で
入

手
で
き
る
好
み
の
照
明
器
具
を
取
り
付
け
ら
れ

る
ダ
ク
ト
レ
ー
ル
の
設
置
な
ど
で
す
。

運
営
面
で
は
、居
住
空
間
の
こ
と
だ
け
を
考
慮

す
る
の
で
は
な
く
、ま
ち
と
の
つ
な
が
り
を
重

視
し
ま
し
た
。地
域
住
民
や
周
辺
エ
リ
ア
で
活

動
す
る
団
体
と
関
わ
る
機
会
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
組
み
込
み
ま
し
た
。建
て
替
え
前
か
ら
街

角
マ
ル
シ
ェ
や
音
楽
ラ
イ
ブ
な
ど
を
開
催
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
つ
な
が
り
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

か
な

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー

関西大学名誉教授、関西大学社会連携部顧問
大阪市ハウジングデザイン賞選考有識者会議
メンバー。早稲田大学大学院修士課程修了。
1977～82年現代計画研究所（東京）、1982年
同大阪事務所開設、2004～21年関西大学建
築学科教授。2018年関西大学名誉教授。2022
年関西大学社会連携部顧問。日本都市計画学
会賞（計画・設計賞）、都市住宅学会賞、日本建
築士会連合会賞（作品賞）他多数。2018年文
部科学大臣表彰科学技術賞。

江川 直樹 氏

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

京都美術工芸大学副学長、京都大学名誉教授。大阪
市ハウジングデザイン賞選考有識者会議座長。
1951年京都市生まれ。博士（工学）。一級建築士。専門
は、建築計画学、居住空間学。居住文化を育む住まい
･まちづくりの実践的研究を継続。（公社）都市住宅学
会会長、（公財）京都市景観まちづくりセンター理事
長、（一社）京都府建築士会顧問など兼任。共著書に
「木の住まい」「少子高齢時代の都市住宅学」など。計
画作品に、「実験集合住宅NEXT21」「平成の京町家  
東山八坂通」など。日本建築学会賞、日本建築学会作
品選奨、都市住宅学会賞、日本建築士会連合会賞な
ど受賞。

髙田 光雄 氏
株式会社地域計画建築研究所（アルパック）代表
取締役社長。1961年京都府生まれ、滋賀県育ち。
大学卒業後、民間住宅メーカーを経て1988年ア
ルパック入所。技術士（都市及び地方計画）、一級
建築士、認定都市プランナー。大阪公立大学大学
院工学研究科非常勤講師。2018年日本都市計画
学会関西まちづくり賞、2022年グッドデザイン賞、
大阪市ハウジングデザイン賞など受賞。

受賞歴（設計者：株式会社地域計画建築研究所
（アルパック））
第35回（R４）寺田町プレイス１（天王寺区寺田町2
丁目）

中塚 一 氏
え が わ な お きた か だ み つ お なかつか はじめ

（3）豊崎長屋
（撮影：多田ユウコ）

（4）寺田町プレイス1
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＊2 オープンナガヤ大阪

　　これまでの大阪市ハウジングデザイン賞と都市型集合住宅のこれから特 集

ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
賞
と
都
市
型
集

合
住
宅
の
こ
れ
か
ら

江
川　
先
日
、今
回
紹
介
さ
れ
た
受
賞
住
宅
は

す
べ
て
、現
地
ま
で
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。建

築
は
場
所
と
の
関
係
性
が
と
て
も
重
要
で
す

が
、み
な
さ
ん
が
よ
く
考
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

注
い
で
、そ
の
場
所
に
適
っ
た
建
物
を
つ
く
っ

て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、メ
ゾ
ン
文
の
里 

阿
倍
野
ツ
イ
ン
。景

観
を
大
切
に
し
た
建
築
で
、み
ん
な
で
ま
ち
を

作
っ
て
い
る
感
覚
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、居
住

者
と
ま
ち
の
人
が
仲
良
く
暮
ら
せ
る
だ
ろ
う

と
想
像
で
き
ま
す
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
受
賞
し
た
新
桜
川
ビ
ル

の
よ
う
に
、建
築
は
い
ろ
い
ろ
に
使
い
回
し
て

い
く
の
が
当
た
り
前
で
す
。審
査
し
て「
特
別

賞
」と
し
ま
し
た
が
、特
別
に
素
晴
ら
し
い
か
ら

特
別
賞
だ
と
伝
え
た
い
で
す
。

髙
田　
江
川
先
生
か
ら
講
評
い
た
だ
き
ま
し

た
。感
想
な
ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

古
山　
過
去
の
資
料
を
調
べ
直
す
と
、受
賞
作

品
の
建
設
当
時
は
み
ん
な
が
興
味
を
持
っ
て

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。い
つ
か
ら
か
経
済
合
理
性
に

流
さ
れ
、プ
ラ
ン
が
凝
り
固
ま
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。反
省
と
自
戒
の
念
を
込
め
て
今
後
は

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

西
川　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
も
大
賞
を
取
る

可
能
性
が
あ
る
と
わ
か
り
嬉
し
い
で
す
。建
築

業
界
は
建
物
を「
建
築
」と
呼
び
、不
動
産
業
界

で
は「
建
物
／
物
件
」と
呼
ぶ
。同
じ
も
の
が
違

う
呼
び
方
を
さ
れ
る
こ
と
に
業
界
の
隔
た
り

を
感
じ
ま
す
。建
築
と
不
動
産
の
相
互
理
解
が

も
っ
と
深
ま
れ
ば
社
会
が
よ
り
良
く
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

は
金
融
機
関
の
融
資
に
よ
る
資
金
調
達
で
苦

戦
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、金
融
業
界
も
建
築

や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
る
と
い
い
で
す
ね
。

小
池　
設
計
に
つ
い
て
専
門
家
が
一
般
の
方

に
伝
え
る
こ
と
は
大
切
で
す
。背
景
が
伝
わ
れ

ば
、建
物
に
対
す
る
愛
着
が
生
ま
れ
、長
く
住
み

継
い
で
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

オ
ー
プ
ン
ナ
ガ
ヤ
大
阪（
＊
2
）や
、イ
ケ
フ
ェ

ス（
＊
3
）の
よ
う
に
、建
物
を
開
放
し
て
設
計

者
の
思
い
を
伝
え
る
機
会
が
あ
る
こ
と
は
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

江
川　
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。建
物
を
開

放
し
て
、賞
が
あ
る
こ
と
を
建
築
が
専
門
で
は

な
い
人
に
も
広
く
知
っ
て
も
ら
わ
な
い
と

も
っ
た
い
な
い
。

髙
田　
賞
の
選
考
時
は
我
々
が
必
ず
住
ま
い

の
中
に
入
り
、可
能
な
限
り
住
ま
い
手
の
お
話

を
聞
き
ま
す
。毎
回
大
き
な
気
づ
き
が
あ
る
の

で
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
と
し
て
今
後
は
住

ま
い
手
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
受
賞
住
宅
を

巡
る
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

都
市
型
集
合
住
宅
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て

は
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

古
山　
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
売
る
こ
と
が
中
心

に
あ
り
、我
々
も
そ
の
意
見
を
聞
い
て
設
計
し

ま
す
。例
え
ば
、デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
建
物
の
正

面
に
つ
い
て
は
と
て
も
気
に
す
る
の
で
す
が
、

裏
側
は
あ
ま
り
重
視
し
な
い
。そ
う
い
う
建
築

の
余
白
に
も
、建
築
家
の
手
垢
が
残
っ
て
い
る

よ
う
な
も
の
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

西
川　
新
築
で
も
一
戸
一
戸
、住
ま
い
手
に
合

わ
せ
た
設
計
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

課
題
は
多
い
で
し
ょ
う
が
、専
有
部
分
の
内
装

を
つ
く
ら
ず
ス
ケ
ル
ト
ン（
建
物
の
壁・柱・天

井
の
骨
組
み
）で
供
給
で
き
れ
ば
よ
い
で
す
ね
。

髙
田　
ス
ケ
ル
ト
ン・イ
ン
フ
ィ
ル
と
い
う
方

式
は
、時
間
と
手
間
が
か
か
り
ま
す
。し
か
し
、

手
続
き
を
踏
ま
え
れ
ば
で
き
る
可
能
性
も
出

て
き
て
い
る
。裸
貸（
注
1
）の
伝
統
を
も
つ
大

阪
は
、お
そ
ら
く
全
国
で
も
っ
と
も
こ
の
方
式

に
理
解
の
あ
る
自
治
体
だ
と
思
い
ま
す
。

小
池　
維
持
管
理
は
と
て
も
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

が
、戸
建
住
宅
郡
に
と
っ
て
も
同
様
で
す
。住
み

こ
な
し
て
い
く
上
で
、区
分
所
有
法
な
ど
多
く

の
知
識
を
住
民
が
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

髙
田　
戸
建
住
宅
も
2
戸
以
上
の
集
合
で
あ

れ
ば
ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
賞
に
応
募
で
き

ま
す
。建
売
住
宅
や
長
屋
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

も
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
、幅
広
い
応
募

が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

も
っ
と
議
論
を
重
ね
た
い
で
す
が
、最
後
に
一

言
お
願
い
し
ま
す
。

中
塚　
都
市
型
集
合
住
宅
に
は
民
間
だ
け
で

な
く
公
的
な
も
の
も
あ
る
の
で
、両
方
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。市
営
住
宅
が

受
賞
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

小
池　
住
宅
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
ま
す
が
、見
学
者
を
受
け
入
れ
た
り
、

人
を
招
き
入
れ
ら
れ
る
家
を
つ
く
る
な
ど
、「
家

を
ひ
ら
く
」方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

西
川　
建
築
、不
動
産
、金
融
の
相
互
理
解
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
、よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

古
山　
今
こ
そ
地
球
環
境
を
ど
う
す
る
か
を

考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。先
達
の
よ
う
に
風

通
し
を
考
え
る
な
ど
、地
球
環
境
に
や
さ
し
い

住
宅
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

江
川　
都
市
に
住
む
と
い
う
こ
と
は
、家
の

中
だ
け
で
な
く
ま
ち
に
住
む
と
い
う
こ
と
。

心
に
伝
わ
る
よ
う
な
、共
に
住
む
と
い
う
視

点
で
、み
な
さ
ん
と
議
論
を
深
め
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

髙
田　
江
川
先
生
の
お
話
は
ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ

ザ
イ
ン
賞
の
目
的
そ
の
も
の
で
す
。大
阪
の

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
の
特
性
を
読
み
取
っ
て
、

そ
の
魅
力
や
住
ま
い
方
を
継
続
的
に
発
信
す

る
こ
と
で
、ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
賞
が「
ま

ち
に
住
む
」上
で
の
新
し
い
価
値
観
を
提
起

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。＊3 生きた建築ミュージアム

　　フェスティバル大阪

（注1）家の外廻りの建具などは家主が用意し、
　　　室内の建具や畳は借家人が自分で工面
　　 していた。

＊1 大阪市ハウジング
　　デザイン賞

 Instagram始めました！
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東日本大震災において避難生活の拠点となった個人商店
（2011年4月上旬，宮城県気仙沼市）

住
ま
い
は
、災
害
か
ら
私
た
ち
の
命
を
守
る
だ

け
で
な
く
、災
害
後
の
暮
ら
し
の
再
開
の
拠
点
に

も
な
り
、被
災
し
た
地
域
の
再
生
に
と
っ
て
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
。日
頃
か
ら
住
ま
い
の
維
持
管

理
を
実
践
す
る
こ
と（
本
コ
ラ
ム
第
1
回
）や
自
分

が
住
む
ま
ち
の
こ
と
を
知
り
、住
ま
い
を
健
全
な

状
態
に
保
つ
こ
と（
第
2
回
）に
加
え
、も
し
被
災

し
た
時
に
ど
の
よ
う
に
避
難
し
、住
ま
い
を
再
建

す
る
の
か
、平
時
か
ら
意
識
し
備
え
て
お
く
こ
と

が
被
害
の
軽
減
と
素
早
い
再
建
に
つ
な
が
り
ま
す
。

「
命
を
守
る
避
難
」と「
生
活
を
守
る
避
難
」

避
難
と
一
口
に
言
っ
て
も
、「
命
を
守
る
避
難
」

（
e
v
a
c
u
a
t
i
o
n
）と「
生
活
を
守
る
避

難
」（
s
h
e
l
t
e
r
i
n
g
）が
あ
り
ま
す
。災

害
時
に
は
ま
ず
何
よ
り
命
を
守
る
避
難
が
優
先
で

す
が
、近
年
の
大
規
模
災
害
で
は
、被
災
を
き
っ
か

け
と
し
て
心
身
の
健
康
を
崩
し
、最
悪
の
場
合
に
は

死
に
至
る
、い
わ
ゆ
る「
災
害
関
連
死
」が
増
加
し
て

い
ま
す
。家
族
や
近
隣
を
含
め
た
災
害
関
連
死
を
防

ぐ
の
は
、生
活
を
守
る
避
難
で
す
。そ
し
て
、そ
の
第

一
歩
と
な
る
の
が
、建
物
の
倒
壊
等
の
直
接
的
な
被

害
か
ら
命
が
助
か
っ
た
後
の
生
活
ま
で
具
体
的
に

イ
メ
ー
ジ
し
、な
る
べ
く
安
心
し
て
避
難
生
活
を
送

れ
る
場
所
を
想
定
し
て
お
く
こ
と
で
す
。

日
常
か
ら
日
常
へ
避
難
す
る
た
め
の
備
え

最
近
は
避
難
所
に
お
け
る
T
K
B（
ト
イ
レ
・

キ
ッ
チ
ン・ベ
ッ
ド
）の
配
備
等
の
重
要
性
が
認
識

さ
れ
、行
政
が
指
定
す
る
避
難
所
の
環
境
に
改
善
の

兆
し
が
み
ら
れ
ま
す
が
、十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

避
難
所
以
外
に
も
自
宅
、親
戚・知
人
宅
な
ど
、避
難

先
の
選
択
肢
を
複
数
持
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で

す
。ま
た
、過
去
の
災
害
で
は
、近
隣
の
商
店
や
工
場

等
の
身
近
な
場
所
が
避
難
所
の

代
わ
り
に
な
っ
た
例
も
あ
り
ま

す
。い
ざ
と
い
う
時
に
誰
か
に

頼
れ
る
場
所
を
日
頃
か
ら
つ
く

り
、で
き
れ
ば
そ
こ
に
災
害
時

を
想
定
し
た
備
蓄
や
設
備
を
整

え
て
お
く
。そ
の
よ
う
な
、非
常

時
で
あ
っ
て
も
日
常
を
維
持
で

き
る
、「
日
常
か
ら
日
常
へ
避
難

す
る
」と
も
言
え
る
備
え
が
、避

難
先
で
の
孤
立
や
負
担
を
和
ら

げ
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

避
難
の
先
に
あ
る

住
ま
い
の
再
建
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

住
ま
い
の
再
建
の
課
題
は
、被
害
の
特
性
や
状

況
に
よ
っ
て
異
な
り
、災
害
時
に
は「
想
定
外
」へ
の

対
応
が
付
き
物
で
す
。し
か
し
、災
害
が
起
き
て
か

ら
で
き
る
こ
と
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。途
方
に
暮

れ
な
い
た
め
に
で
き
る
の
は
、行
政
等
が
公
開
し
て

い
る
住
ま
い
の
再
建
の
フ
ロ
ー
等
を
参
考
に
し
な

が
ら
、自
宅
が
被
災
し
た
時
に
す
べ
き
こ
と
を
家
族

や
近
所
の
人
と
話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
で
す
。そ
う

や
っ
て
、住
ま
い
の
再
建
の
イ
メ
ー
ジ
を
日
頃
か
ら

膨
ら
ま
せ
て
お
く
こ
と
は
、大
災
害
へ
の
自
身
の
住

ま
い
の
備
え
だ
け
で
な
く
、自
宅
の
早
期
再
建
に
よ

り
被
災
し
た
地
域
の
再
生
を
助
け
る
こ
と
に
も
な

り
ま
す
。命
を
守
る
避
難
か
ら
生
活
を
守
る
避
難
へ
、

そ
し
て
さ
ら
に
そ
の
先
を
見
据
え
た
備
え
を
は
じ

め
ま
し
ょ
う
。

＊（一社）岡山県建築士会倉敷支部
『水害に備えて』に加筆して作成

住まい再建のフロー 活用できる公的支援の例

住まいの安全性を確認して
そのまま住み続ける

住まいを修繕して住む

住まいを建設・購入する

賃貸住宅を探す

解体・撤去

目
立
っ
た

損
傷
は
な
い ま

ず
は
「
罹
災
証
明
書
」
を
申
請

一
時
入
居
・
仮
住
ま
い
を
検
討

修
繕
す
れ
ば

住
め
る
程
度

全
壊
状
態

修
繕
で
き
な
い

　借り上げ型仮設住宅（みなし仮設）：民間賃貸住宅を行政が借り上げ
　建設型仮設住宅：プレハブや木造，トレーラーハウス等
＊応急修理制度や公営住宅の一時入居と併用できない場合があるので注意

基礎支援金：住宅の被害程度に応じて支給
加算支援金：住宅の再建方法に応じて支給

　自力での住宅の確保が困難等の入居要件がすべて揃えば申し込みできる。

　公費解体：所有者の申請を受け自治体が実施。時間がかかる場合がある。
　自費解体：所有者が解体事業者に依頼して実施し，自治体が費用を助成。

仮設住宅の提供　

災害公営住宅への入居

被災した家屋の解体

被災住宅の応急修理制度

被災者生活支援制度

支援内容は状況により改定される場合があるので最新情報を確認しましょう。

自
宅
の
状
況
は
？

ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
賞
と
都
市
型
集

合
住
宅
の
こ
れ
か
ら

江
川　
先
日
、今
回
紹
介
さ
れ
た
受
賞
住
宅
は

す
べ
て
、現
地
ま
で
見
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。建

築
は
場
所
と
の
関
係
性
が
と
て
も
重
要
で
す

が
、み
な
さ
ん
が
よ
く
考
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

注
い
で
、そ
の
場
所
に
適
っ
た
建
物
を
つ
く
っ

て
い
る
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
、メ
ゾ
ン
文
の
里 

阿
倍
野
ツ
イ
ン
。景

観
を
大
切
に
し
た
建
築
で
、み
ん
な
で
ま
ち
を

作
っ
て
い
る
感
覚
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、居
住

者
と
ま
ち
の
人
が
仲
良
く
暮
ら
せ
る
だ
ろ
う

と
想
像
で
き
ま
す
。

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
受
賞
し
た
新
桜
川
ビ
ル

の
よ
う
に
、建
築
は
い
ろ
い
ろ
に
使
い
回
し
て

い
く
の
が
当
た
り
前
で
す
。審
査
し
て「
特
別

賞
」と
し
ま
し
た
が
、特
別
に
素
晴
ら
し
い
か
ら

特
別
賞
だ
と
伝
え
た
い
で
す
。

髙
田　
江
川
先
生
か
ら
講
評
い
た
だ
き
ま
し

た
。感
想
な
ど
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

古
山　
過
去
の
資
料
を
調
べ
直
す
と
、受
賞
作

品
の
建
設
当
時
は
み
ん
な
が
興
味
を
持
っ
て

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。い
つ
か
ら
か
経
済
合
理
性
に

流
さ
れ
、プ
ラ
ン
が
凝
り
固
ま
っ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。反
省
と
自
戒
の
念
を
込
め
て
今
後
は

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

西
川　
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
も
大
賞
を
取
る

可
能
性
が
あ
る
と
わ
か
り
嬉
し
い
で
す
。建
築

業
界
は
建
物
を「
建
築
」と
呼
び
、不
動
産
業
界

で
は「
建
物
／
物
件
」と
呼
ぶ
。同
じ
も
の
が
違

う
呼
び
方
を
さ
れ
る
こ
と
に
業
界
の
隔
た
り

を
感
じ
ま
す
。建
築
と
不
動
産
の
相
互
理
解
が

も
っ
と
深
ま
れ
ば
社
会
が
よ
り
良
く
な
る
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

は
金
融
機
関
の
融
資
に
よ
る
資
金
調
達
で
苦

戦
す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、金
融
業
界
も
建
築

や
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
る
と
い
い
で
す
ね
。

小
池　
設
計
に
つ
い
て
専
門
家
が
一
般
の
方

に
伝
え
る
こ
と
は
大
切
で
す
。背
景
が
伝
わ
れ

ば
、建
物
に
対
す
る
愛
着
が
生
ま
れ
、長
く
住
み

継
い
で
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

オ
ー
プ
ン
ナ
ガ
ヤ
大
阪（
＊
2
）や
、イ
ケ
フ
ェ

ス（
＊
3
）の
よ
う
に
、建
物
を
開
放
し
て
設
計

者
の
思
い
を
伝
え
る
機
会
が
あ
る
こ
と
は
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

江
川　
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。建
物
を
開

放
し
て
、賞
が
あ
る
こ
と
を
建
築
が
専
門
で
は

な
い
人
に
も
広
く
知
っ
て
も
ら
わ
な
い
と

も
っ
た
い
な
い
。

髙
田　
賞
の
選
考
時
は
我
々
が
必
ず
住
ま
い

の
中
に
入
り
、可
能
な
限
り
住
ま
い
手
の
お
話

を
聞
き
ま
す
。毎
回
大
き
な
気
づ
き
が
あ
る
の

で
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
成
果
と
し
て
今
後
は
住

ま
い
手
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
受
賞
住
宅
を

巡
る
ツ
ア
ー
を
開
催
す
る
の
も
い
い
で
す
ね
。

都
市
型
集
合
住
宅
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て

は
ど
う
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

古
山　
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
売
る
こ
と
が
中
心

に
あ
り
、我
々
も
そ
の
意
見
を
聞
い
て
設
計
し

ま
す
。例
え
ば
、デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
は
建
物
の
正

面
に
つ
い
て
は
と
て
も
気
に
す
る
の
で
す
が
、

裏
側
は
あ
ま
り
重
視
し
な
い
。そ
う
い
う
建
築

の
余
白
に
も
、建
築
家
の
手
垢
が
残
っ
て
い
る

よ
う
な
も
の
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

西
川　
新
築
で
も
一
戸
一
戸
、住
ま
い
手
に
合

わ
せ
た
設
計
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

課
題
は
多
い
で
し
ょ
う
が
、専
有
部
分
の
内
装

を
つ
く
ら
ず
ス
ケ
ル
ト
ン（
建
物
の
壁・柱・天

井
の
骨
組
み
）で
供
給
で
き
れ
ば
よ
い
で
す
ね
。

髙
田　
ス
ケ
ル
ト
ン・イ
ン
フ
ィ
ル
と
い
う
方

式
は
、時
間
と
手
間
が
か
か
り
ま
す
。し
か
し
、

手
続
き
を
踏
ま
え
れ
ば
で
き
る
可
能
性
も
出

て
き
て
い
る
。裸
貸（
注
1
）の
伝
統
を
も
つ
大

阪
は
、お
そ
ら
く
全
国
で
も
っ
と
も
こ
の
方
式

に
理
解
の
あ
る
自
治
体
だ
と
思
い
ま
す
。

小
池　
維
持
管
理
は
と
て
も
重
要
だ
と
思
い

ま
す
。マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
注
目
さ
れ
て
い
ま
す

が
、戸
建
住
宅
郡
に
と
っ
て
も
同
様
で
す
。住
み

こ
な
し
て
い
く
上
で
、区
分
所
有
法
な
ど
多
く

の
知
識
を
住
民
が
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

髙
田　
戸
建
住
宅
も
2
戸
以
上
の
集
合
で
あ

れ
ば
ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
賞
に
応
募
で
き

ま
す
。建
売
住
宅
や
長
屋
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

も
関
心
を
寄
せ
て
い
た
だ
い
て
、幅
広
い
応
募

が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

も
っ
と
議
論
を
重
ね
た
い
で
す
が
、最
後
に
一

言
お
願
い
し
ま
す
。

中
塚　
都
市
型
集
合
住
宅
に
は
民
間
だ
け
で

な
く
公
的
な
も
の
も
あ
る
の
で
、両
方
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。市
営
住
宅
が

受
賞
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

小
池　
住
宅
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
も
の
と
し

て
扱
わ
れ
ま
す
が
、見
学
者
を
受
け
入
れ
た
り
、

人
を
招
き
入
れ
ら
れ
る
家
を
つ
く
る
な
ど
、「
家

を
ひ
ら
く
」方
法
を
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

西
川　
建
築
、不
動
産
、金
融
の
相
互
理
解
を
深

め
て
い
く
こ
と
が
、よ
り
よ
い
社
会
を
つ
く
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

古
山　
今
こ
そ
地
球
環
境
を
ど
う
す
る
か
を

考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
。先
達
の
よ
う
に
風

通
し
を
考
え
る
な
ど
、地
球
環
境
に
や
さ
し
い

住
宅
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

江
川　
都
市
に
住
む
と
い
う
こ
と
は
、家
の

中
だ
け
で
な
く
ま
ち
に
住
む
と
い
う
こ
と
。

心
に
伝
わ
る
よ
う
な
、共
に
住
む
と
い
う
視

点
で
、み
な
さ
ん
と
議
論
を
深
め
て
い
き
た

い
で
す
ね
。

髙
田　
江
川
先
生
の
お
話
は
ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ

ザ
イ
ン
賞
の
目
的
そ
の
も
の
で
す
。大
阪
の

そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
の
特
性
を
読
み
取
っ
て
、

そ
の
魅
力
や
住
ま
い
方
を
継
続
的
に
発
信
す

る
こ
と
で
、ハ
ウ
ジ
ン
グ
デ
ザ
イ
ン
賞
が「
ま

ち
に
住
む
」上
で
の
新
し
い
価
値
観
を
提
起

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。本
日
は

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

災害に備えて住ま
いのためにできる
こと「おおさか・あ
んじゅ・ネット」で
公開中

第 3 回

コラム

避
難
と
住
ま
い
の
再
建

ま
え
だ

 

ま
さ
ひ
ろ

前
田
昌
弘

京
都
大
学
大
学
院 

人
間
・
環
境
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究
科 

准
教
授
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制度概要制度名称 お問い合わせ

大阪市新婚･子育て世帯向け
分譲住宅購入融資利子補給制度

大阪市子育て安心マンション
認定制度

大阪市防災力強化マンション
認定制度

防災空地活用型除却費補助制度

初めて住宅を取得する新婚世帯・子育て世帯を対象に、住宅ローンの利子の一部を補
助します。なお、予算の範囲内で先着順に受付します。申込みにかかる資格要件につ
きましては窓口までお問い合わせください。

大阪市都市整備局　住宅支援受付窓口
（住まい情報センター４階）
●TEL：6356-0805●FAX：6356-0808 

制度概要制度名称 お問い合わせ

大阪市耐震診断・改修補助事業

マンション耐震化緊急支援事業

ブロック塀等撤去促進事業

一定の要件を満たす戸建住宅等の所有者等に対して、耐震診断・耐震改修設計・耐震
改修工事・耐震除却工事に要する費用の一部を補助します。また、木造住宅の所有者
等に対して耐震事業者の情報を提供しています。

一定の要件を満たすマンションの所有者や管理組合などに対して、耐震診断・耐震改
修設計・耐震改修工事に要する費用の一部を補助します。

道路等に面した一定の高さ以上のブロック塀等の撤去および軽量フェンス等の新設
工事に要する費用の一部を補助します。

大阪市子育て世帯等向け
民間賃貸住宅改修促進事業

ＬＤＫ化や断熱改修、ユニットバスの新設・改良工事等、子育て世帯等の入居に資する
改修工事を行う民間賃貸住宅のオーナーに対して、改修工事費の一部を補助します。

大阪市住宅省エネ改修促進事業
既存住宅における省エネ性能を向上するため、一定の要件を満たす窓の断熱改修等（内
窓設置・外窓交換等）とそれらに併せて実施する躯体等（天井、屋根、壁又は床）の断熱改
修、設備等の省エネ改修工事費の一部を補助します。

大阪市都市整備局
耐震･密集市街地整備受付窓口
（住まい情報センター４階）
●TEL：6882-7053●FAX：6882-0877

制度概要制度名称 お問い合わせ

分譲マンション勉強会支援
アドバイザー派遣制度

分譲マンション長期修繕計画
作成費助成制度

分譲マンション再生検討費助成制度

大阪市マンション管理支援機構

分譲マンションの管理組合等が実施する勉強会を支援するため、講師として一級建築
士や弁護士等の専門家を無料で派遣し、一般的なアドバイスを行います。

長期修繕計画の作成又は見直しを行う管理組合に対して、作成費用の一部を補助し
ます。補助率：補助対象となる経費の1/3　補助限度額：1件あたり30万円

分譲マンション管理適正化支援
アドバイザー派遣制度

築30年以上で管理に課題を抱える分譲マンションの管理の適正化を支援するため、
マンション管理士等の専門家を無料で派遣し、解決に向けたアドバイスを行います。

再生（改修や建替え等）に向けた検討を行う管理組合に対して、検討費用の一部を補
助します。補助率：補助対象となる経費の1/3　補助限度額：1回あたり60万円

分譲マンション管理計画認定制度 管理運営状況や長期修繕計画など、マンションの管理計画が一定の基準を満たす場
合、「マンションの管理の適正化の推進に関する法律」に基づく認定が受けられます。

公共団体や、建築・法律等の専門家団体等が連携して、分譲マンションの管理組合を
支援します。登録組合には、セミナーの開催案内や情報誌等を無料で送付します。

民間老朽住宅
建替支援事業

隣地を取得した
戸建住宅への
建替建設費補助

対策地区において、未接道敷地や狭小敷地を解消するために隣地を売買で取得した
敷地において、昭和56年５月31日以前建築の建物を戸建住宅に建替える場合、設計・
解体費用等の一部を補助します。

狭い道路に面した
古い木造住宅の
解体費補助

対策地区において、幅員４ｍ未満の道路に面する昭和25年以前建築（重点対策地区
においては、幅員６ｍ未満の道路に面する昭和56年５月31日以前建築）の木造住宅を
解体する場合、解体費用の一部を補助します。

集合住宅への
建替建設費補助

重点対策地区において、昭和56年５月31日以前建築の建物を集合住宅（マンション・
アパートなど）に建替える場合、建替え費用の一部を補助します。

大阪市都市整備局　民間住宅助成グループ
●TEL：6208-9228●FAX：6202-7064 

大阪市地域魅力創出建築物修景事業
（修景に関する無料相談など）

建物の修景の促進により地域魅力の創出を図るため、「修景相談」と「修景補助」を実
施するとともに、修景された建物等を活かした「魅力発信等」に取組んでいます。 まず
はお気軽に建物の修景についてご相談ください（無料）。

大阪市都市整備局　まちなみ環境グループ
●TEL：6208-9631●FAX：6202-7064

大阪市空家利活用改修補助事業
空家の利活用に向けた安全で良質なストックへの改修を促進するため、住宅の性能向
上に資する改修工事や地域まちづくりに資する用途への改修工事等に要する費用の一
部を補助します。

大阪市都市整備局　住宅政策グループ
●TEL：6208-9637●FAX：6202-7064 

大阪市マンション管理支援機構事務局
（住まい情報センター４階）
●TEL：4801-8232●FAX：6354-8601

高齢者住宅改修費給付事業

重度心身障がい者（児）住宅
改修費給付事業

介護保険制度の居宅介護（介護予防）住宅改修費の支給を受ける方が属する世帯等で、
生活支援・介護予防の観点から真に住宅改修が必要と認められる世帯の住宅改修費用
の一部を給付します。

在宅の重度の身体・知的障がい者、難病患者等の方が、日常生活上の障がいの除去ま
たは軽減に直接効果のある改修工事を行うとき、工事費用の一部を給付します。所得
制限があります（ただし、介護保険制度が適用される方は本制度の対象となりません）。
なお、必ず事前に申請が必要です。

各区保健福祉センター
保健福祉課

大阪市都市整備局
耐震・密集市街地整備受付窓口
（住まい情報センター４階）
●TEL：6882-7053●FAX：6882-0877
※重点対策地区および対策地区の詳細は
　お問合せください。

大阪市都市整備局　密集市街地整備
グループ
●TEL：6208-9235●FAX：6202-7025
※重点対策地区の詳細はお問合せください。

‘子育てに配慮した仕様’と‘子育てを支援する環境’を備えた良質なマンションを認定
し、その情報を大阪市ホームページ等で広く情報発信していきます。

大阪市都市整備局　安心居住課
●TEL：6208-9648●FAX：6202-7064 耐震性や耐火性等建物の安全性に関する基準に適合することに加え、被災時の生活

維持に求められる設備・施設等の整備、住民による日常的な防災活動等により防災力
が強化されたマンションを認定し、広く情報発信していきます。

重点対策地区において、幅員６ｍ未満の道路に面する昭和56年５月31日以前建築の
木造住宅を解体し、跡地を災害時の避難等に役立つ防災空地として活用する場合、解
体費用及び空地整備費用の一部を補助します。
※本制度を活用して防災空地を整備した場合、土地の固定資産税・都市計画税が非
課税になります（整備の翌年以降）。

住まいを買う・建てる・建て替える・解体する

住まいを改修する

分譲マンション管理組合の方へ

※大阪市の市外局番は「06」です。 ※各事業の詳細は、おおさか・あんじゅ・ネット（https://www.osaka-angenet.jp/）および大阪市ホームページでご確認ください。
※補助・助成事業の利用にあたっては申請手続きが必要です。 事業によって要件や受付期限が異なりますので、詳しくは窓口にお問合せください。

2024年4月1日時点
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● 市営住宅

募集種別（募集時期） 概要 お問い合わせ

定期募集等 【抽選】
（例年7月上旬、11月上旬、
   2月上旬）

福祉目的募集 【抽選】
（例年5月上旬）

随時募集 【先着順、一部抽選】

市営住宅募集センター募集担当＊
●TEL：6882-7024 ●FAX：6882-7051

ひとり親住宅／大阪市こども青少年局　こども家庭課
●TEL：6208-8035 ●FAX：6202-6963

障がい者向け住宅／大阪市福祉局　障がい福祉課
●TEL：6208-8081 ●FAX：6202-6962

高齢者向け住宅／大阪市福祉局　地域包括ケア推進課
●TEL：6208-8060 ●FAX：6202-6964

ひとり親（配偶者のない方とその子ども（20歳未満）のみで構成する世帯）、高齢者
（60歳以上）および障がい者（障がい者手帳（身体・精神・療育）等を所持している
こと）の方々が対象であり、各申込区分により申込資格を設定しています。申込書
類は各区保健福祉センターで配布します。

収入・同居親族等の条件があるほか、一般世帯・新婚・子育て・単身者向け等、各申込
区分により申込資格を設定しています。一部の申込区分では、府内居住、市内在勤の
方も申込みができます。

定期募集等において、応募者が募集戸数に満たなかった住戸について、先着順で
随時募集を行っています。募集住戸の追加［例年、年3回（4月・8月・12月）］があり、
追加住戸については、抽選で入居者を決定します。

市営住宅募集センター募集担当＊
●TEL：6882-7024 ●FAX：6882-7051

● 中堅層向け住宅 ● その他の公的賃貸住宅

住宅種別 お問い合わせ

大阪市管理

大阪市住まい
公社管理

市営すまいりんぐ（子育て応援型）・市営すまいりんぐ・
市営特定賃貸住宅・市営再開発住宅

公社一般賃貸住宅・公社すまいりんぐ

市営住宅募集センター募集担当＊
●TEL：6882-7012 ●FAX：6882-7051

大阪市住まい公社募集担当
●TEL：6882-9000 ●FAX：6882-7021

管理者 お問い合わせ

大阪府
住宅供給公社

都市再生機構
（UR都市機構）

大阪府住宅供給公社募集グループ
●TEL：6203-5454

UR梅田営業センター●TEL：6346-3456
空室情報フリーダイヤル：0120-23-3456

● 民間賃貸住宅
制度名称 制度概要 お問い合わせ

セーフティネット住宅登録制度

サービス付き高齢者向け住宅
登録制度

大阪あんぜん・あんしん賃貸住宅
登録制度

低額所得者や高齢者、障がい者、子育て世帯等の住宅の確保に特に配慮を要する方の入居を
拒まない住宅として、大阪市に登録された民間賃貸住宅を、以下のサイトで検索できます。
〈セーフティネット住宅情報提供システム〉https://www.safetynet-jutaku.jp/guest/index.php

大阪市都市整備局　安心居住課
●TEL：6208-9222 ●FAX：6202-7064

高齢者が安心して暮らすことができる住宅として、大阪市に登録された住宅を、以下のサイト
で検索できます。
〈サービス付き高齢者向け住宅情報提供システム〉https://www.satsuki-jutaku.jp/

大阪市都市整備局　安心居住課
●TEL：6208-9648 ●FAX：6202-7064

高齢者、低額所得者、障がい者、外国人、子育て世帯等の入居を拒まない賃貸住宅や、その仲
介を行う協力店、入居の支援を行う団体、相談の窓口等が、以下のサイトで検索できます。
〈あんぜん・あんしん賃貸検索システム〉http://sumai.osaka-anshin.com/

大阪府　居住企画課
●TEL：6210-9707 ●FAX：6210-9712

大阪市住まいのガイド

借りる・買う・建てる・建て替える

住まいを借りる（公的賃貸住宅等）

公営住宅の収入基準を超えている方等、中堅所得者向け賃貸住宅（先着順）
です。大阪市外にお住まいの方も申し込みができます。

・住宅に困っておられる所得の低い方々向けの賃貸住宅です。原則として大阪市内にお住まいの方が対象です。
・収入基準は、一般世帯で 158,000 円以下、高齢者・障がい者世帯等で 259,000 円以下（月額所得額）となります。

「おおさか・あんじゅ・ネット」からもそれぞれの制度を
ご覧いただけます。

＊市営住宅募集センター募集担当とは、大阪市営住宅指定管理者大阪市住宅供給公社市営住宅募集センター募集担当のことです。

紹介している大阪市の公的賃貸住宅や各種制度について、より詳しくお聞きになりたい方は
各窓口にお気軽にお問合せください。

大阪市住まいのガイド

借りる・買う・建てる・建て替える

 より申請しやすい制度に！
大阪市子育て安心マンション認定制度及び大阪市防災力強化マンション認定制度

大阪市子育て安心マンション認定制度

子育てに配慮した仕様と子育てを支援する
環境を備えた良質なマンションを認定する制度です。

詳しくはホームページをご確認ください。

問合せ：
都市整備局企画部安心居住課
【電話】6208-9648  【FAX】6202-7064

制度改正のご案内

◆ 制度改正のポイント

ポイント１ 既存マンションも認定の対象にします。

ポイント2

ポイント3 認定基準の選択肢を増やします。

大阪市防災力強化マンション認定制度

耐震性など建物の安全性や防災活動等により
防災力が強化されたマンションを認定する制度です。

詳しくはホームページをご確認ください。

◆ 制度改正のポイント

ポイント１

ポイント2 認定基準の選択肢を増やします。

日常生活での安全性に重点を置いた認定タイプ
「安全型」を設けます。
※これまでの認定タイプは「総合型」になります。

既存マンションが認定取得しやすくなるよう
ハード基準を柔軟化してソフト基準を強化した
認定タイプ「既存型」を設けます。
※これまでの認定タイプは「新築型」になります。
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定員：椅子のみの場合／300席（常設194席）
　　　机利用の場合／150席
※控え室もあります。

定員：机利用の場合／54席（常設36席）
　　　椅子のみの場合／70席
※研修室は区切って、少人数でもご利用いただけます。

のご案内
●
住
ま
い
に
関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し
て

い
ま
す

■
住
ま
い
の
一
般
相
談

　（
随
時
／
窓
口
相
談・電
話
相
談
）

公
的
賃
貸
住
宅
な
ど
の
住
ま
い
探
し

を
は
じ
め
、住
ま
い
を
購
入
す
る
と
き

や
建
て
る
と
き
の
一
般
的
な
注
意
点
、

分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
に
関
す
る
情

報
や
大
阪
市
を
中
心
と
し
た
住
宅
施

策
な
ど
に
関
す
る
ご
質
問
に
、窓
口
ま

た
は
電
話
で
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

ま
ず
相
談
内
容
を
お
聴
き
し
て
、問
題

点
の
整
理
・
解
決
の
た
め
に
必
要
な
知

識
や
情
報
を
提
供
し
ま
す
。英
語
、中
国

語
、韓
国
・
朝
鮮
語
に
も
対
応
し
ま
す
。

（
外
国
語
対
応
は
17
時
ま
で
）

●
住
ま
い
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
図
書・雑
誌
な

ど
を
利
用
で
き
ま
す

住
ま
い
や
く
ら
し
、大
阪
に
関
す
る
図
書
、建
築
本
や

雑
誌
、機
関
誌
、ミ
ニ
コ
ミ
誌
、企
業
広
報
誌
、絵
本
な

ど
を
自
由
に
閲
覧
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。ま
た
、図
書

の
貸
し
出
し
も
行
っ
て
い
ま
す（
一
部
を
除
く
）。

●
ホ
ー
ル・研
修
室
を
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
会・サ
ー

ク
ル
活
動・会
議・研
修
会
の
場
と
し
て
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す

相談専用電話 （06）6242-1177

● 4階 住情報プラザ（相談・ライブラリー）
　平日・土曜日／9：00～19：00
　日曜日・祝日／10：00～17：00
● 3階 ホール／5階 研修室・会議室  
    平日・土曜日／9：00～21：00
　日曜日・祝日／9：30～17：00

● 火曜日 （祝日の場合は翌日）
● 祝日の翌日（日曜日、月曜日の場合を除く）
● 年末年始 （12/29～1/3）
※上記のほか臨時休館する場合があります。
　

〒530-0041 大阪市北区天神橋6丁目4-20 大阪市立住まい情報センター4階  
TEL.06-6242-1160　FAX.06-6354-8601
 おおさか・あんじゅ・ネット  https://www.osaka-angenet.jp/

● Osaka Metro谷町線・堺筋線、阪急電鉄　
　「天神橋筋六丁目」駅下車3号出口直結
● JR大阪環状線「天満」駅から北へ約650m
● お車でお越しの場合は阪神高速道路「守口線」
　長柄出口 都島通り経由、約500m

開館時間

交通アクセス

休館日至天満橋

至
都
島

天
満
橋
筋

大
川

源八橋

都島橋

至淡路

至大阪

至南森町

JR大阪環状線

北区役所
至東
梅田

天
神
橋
筋
商
店
街

扇町公園

天
神
橋
筋
六
丁
目

天神橋筋六丁目

天
神
橋
筋

谷町線
都島通

天満

堺
筋
線

阪神
高速
守口
線

扇
町

住まい情報センター
大阪くらしの今昔館

中崎
町

至
桜
ノ
宮

インフォメーション

５階 研修室３階 ホール

無 

料

無 

料

有 

料

内　　　容専 門 家 相 談 日 時

住まいの法律
おおむね
毎週土曜日
（10時～13時30分）

借家・借地・土地・建物・相続等に
関する法律上の相談（弁護士）

住まいの資金
計画

おおむね
月1回土曜日
（10時30分～12時）

住宅取得やローン返済、高齢期の
住まいと暮らしに関する資金計画等
 （ファイナンシャルプランナー）

建築・
リフォーム

おおむね
隔週土曜日
（10時～13時）

建築設計や施工上の問題・
建築関係法令等（建築士）

分譲マンション
（法律）

月1回日曜日
（13時～16時）

管理組合運営・管理規約等に
関する法律上の相談（弁護士）

分譲マンション
（管理一般）

おおむね
毎週木曜日
（14時～18時）

管理組合運営・管理規約・
長期修繕計画等に関する相談
（マンション管理士）

■住まいの専門家相談（予約制／面接相談）
　お申込みに際しては、相談員が一般相談で内容をうかがって
　から予約します。詳しくはお問い合わせください。

■連携機関による定期相談（面接相談）
（公社）大阪府建築士会による建築相談：
毎週日曜日13時～16時（受付は当日の12時30分～15時30分）
※12時30分に相談を受ける順番の抽選があります。

近畿税理士会による税務相談（予約制）：
毎週土曜日（但し、2・3月を除く）13時～16時
（TEL.06-6242-1177で予約受付）

4 階 住まいのライブラリー

ご予約は30日前から
お受けしています。
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メッセージボード

M E S S A G E  B O A R D

ユニークなテーマや仕掛けのあるセミナーを協働で実施
いただける団体を募集し、右記の団体が採択されました。

●募集時期：令和5年10月26日から令和6年1月15日
●審 査 日：令和6年2月21日

※住まい情報センターと住まい・まちづくりに取り組むNPOや
専門家団体等が連携・協働するセミナー・イベントを通して、
市民の皆様の住環境の質や大阪の居住地魅力の向上を図る
タイアップ事業を実施しています。

※やむを得ない状況により、セミナーを中止する場合がござい
ます。その場合は「おおさか・あんじゅ・ネット」等でお知らせし
ます。

応募団体名 応募タイトル名

（公社）日本技術士会近畿本部
（登録）防災研究会

ワークショップ
「わが家の大規模災害への備えと

防災カードづくり」

（公社）インテリア産業協会
関西支部

インテリアと防災を考える

（一社）らふ 50歳から考える
老後の住まいとお金の話

大阪府住宅リフォーム
マイスター制度推進協議会

もう迷わないリフォーム事業者選び
～戸建て・マンションの
省エネリフォーム～（仮称）

（一社）日本清掃収納協会

少しでも長く住み慣れた自宅で
生活が出来る片づけ、清掃、

生前整理の自立支援型のお部屋作り
～在宅介護の限界を超える～

令和6年度チャレンジタイアップ事業
の実施団体が決定しました！

建物の修景のご相談を
お受けしています

外観の特徴を活かした改修や、まちなみに配慮した整
備等、市内の建物の「修景」に関することならどんなこと
でもご相談ください。
また、修景工事費の一部を補助する制度（要件あり）も
ございます。
まずはお気軽にお問合せください。

・昔の雰囲気を残しつつ、傷んだ外観を整えたい。
どの部分をどう活かしたらいいのだろう。

・建物全部を修景するのは大変そう。ちょっと直す
だけでもいいのかな？

【お問い合わせ】
大阪市都市整備局まちなみ環境グループ　
TEL:06-6208-9631

●修景の事例

●修景相談の例

無料
梲家（西成区）
うだつや

にしかわけながや

外壁の塗替え、瓦の葺替え、
庇の歪み改善等After

Before

岸里玉出にひっそりと佇む旅館の町家建築の特徴を活かした修景

西川家長屋（中央区）

外壁の塗替え、瓦の葺替え、
1階庇の歪み改善等After

Before

戦災をまぬがれた6戸長屋の統一感ある意匠の継承に向けた修景
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※やむを得ない状況により、定員の変更やセミナーを中止する場合がございます。その場合は「おおさか・あんじゅ・ネット」等でお知らせします。

セミナー・イベントガイド   2024 年

住まい情報センター
主催イベント
住まい情報センターが主催するセミナー・イベントです

ご協力ください ‼
みなさんのお声をさらなる紙面づくりに活かします。

あんじゅ読者アンケートに

メルマガにご登録頂きますと、住まい情報センター
主催のイベント情報が登録メールに配信されます。

大阪市ハウジングデザイン賞と併せて実施しているシンポ
ジウムも今年で10回目となります。シンポジウムの企画に
あたり、同賞創設時のエピソードを髙田氏よりお伺いする
うちに、大阪に住む皆さんや、住宅を供給する事業者の方
に、「ハウジングデザイン賞」をもっと知ってほしいと思い、
今号の特集につながりました。シンポジウム内で、江川氏
より受賞住宅はどれも「その場所に適った建物」であった
とのお話がありました。建物は現地で見てこそです。気候
のよい春が始まります。ぜひ、この機会に大阪に建つ魅力
ある住宅に会いに行ってみませんか。

あんじゅバックナンバーはこちらから

ぜひご登録
ください。

■住まいの基礎知識

◎住まいを購入する（全10回）
 第1回  住まいのお金編① 
「資金計画と住宅ローン」

●日時:４月20日（土）13：30～15：30
●場所：3階ホール
●講師：NPO法人 日本FP協会大阪支部所属FP
●定員：会場50名（申込先着順）
　　　　オンライン100名（申込先着順）
●個別相談：定員4組（事前申込要）

 第2回  住まい探し編「はじめての住宅購入
～自分に合った住まい探し～」

●日時:５月11日（土）13：30～15：30
●場所：3階ホール
●講師：（一社）大阪府宅地建物取引業協会
　　　　研修インストラクター
●定員：会場50名（申込先着順）
　　　　オンライン100名（申込先着順）

 第7回  住まいの省エネ編
「省エネな住まいづくり」

●日時：6月29日（土）13：30～15：30
●場所：3階ホール
●講師：野池  政宏（（一社）Forward to 1985 energy
                life  発起人）　
●定員：会場50名（申込先着順）
　　　　オンライン100名（申込先着順）

 第3回  戸建て住宅編「戸建住宅を購入する」
 第4回  住まいの設計編「住まいをつくる／
　　　リノベーションする」

●日時:５月25日（土）
　　　　第3回  13：30～15：00
　　　　第4回  15：15～16：45
●場所：3階ホール
●講師： 第3回  （一社）大阪府宅地建物取引業協会
　　　 研修インストラクター
　　　　 第4回  （公社）日本建築家協会 近畿支部
●定員：会場50名（申込先着順）
　　　　オンライン100名（申込先着順）
※どちらかひとつでもご参加いただけます。

 第8回  住まいの契約編①「重要事項説明書」
 第9回  住まいの契約編②「契約書」

●日時:7月6日（土）
                第8回  13：30～15：00
                第9回  15：15～16：45
●場所：3階ホール
●講師： 第8回   国土交通省 近畿地方整備局　　　
　　　　 第9回  （一社）大阪府宅地建物取引業協会
　　　　研修インストラクター
●定員：会場50名（申込先着順）
　　　　オンライン100名（申込先着順）
※どちらかひとつでもご参加いただます。

 第5回  分譲マンション編①「分譲マンション
              を購入する」
 第6回  分譲マンション編②「分譲マンション
　　　リフォーム前に知っておきたいマンシ
　　　ョン管理」

●日時:6月15日（土）
　　　　第5回  13：30～15：00
　　　　第6回  15：15～16：45
●場所：3階ホール
●講師： 第5回 （一社）大阪府宅地建物取引業協会
               研修インストラクター
                第6回 （公社）大阪府建築士会建築相談委
　　　　員会マンション維持管理支援部会
●定員：会場50名（申込先着順）
　　　　オンライン100名（申込先着順）
※どちらかひとつでもご参加いただけます。

個別相談のみ
当日抽選

●ウェブサイトからの申し込み
申し込みは開催日の約2カ月前からになります。

●はがきまたはFAXで申し込み
記入事項を明記し、下記の住所、FAX番号へお申し込
みください。
〒530-8582（住所不要）大阪市立住まい情報センター4F
FAX:06-6354-8601

●記入事項：イベント名、住所、名前（フリガナ）、年齢、参
加希望日、電話番号、手話通訳希望の有無、個別相
談希望の有無など

●参加費は特記以外無料、要事前申し込み。申込先着
順の場合は、定員になり次第締切。抽選の場合は、締
切後も定員に満たない場合は引き続き募集します。

●申し込みの際の個人情報は、主催者で適切
に管理し、イベントに関する連絡、統計デー
タおよびイベント保険（必要な場合）への加
入にのみ利用します。

●午前8時45分時点で、「暴風警報」が発令さ
れている場合は中止とさせていただきます
が、セミナー開始3時間前までに解除された
場合はセミナーを実施します。

●手話通訳をご希望の方は開催2週間前まで
にお問い合わせください。

●オンライン受講を希望される方はウェブサ
イトからお申し込みください。

【注   意】
一部のイベントを除き、参加証の発送はありません。
「申込先着順」のイベントにお申し込みいただいた場合は、
イベント開催当日、直接会場にお越しください。「抽選」の
場合に限り、はがきかEメールで当落をお知らせします。

おおさか・あんじゅ・ネット
▶https://www.osaka-angenet.jp

参
加
申
し
込
み
方
法

あんじゅ編集通信
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2024年4月～6月         催し物ガイド  
企画展

大阪くらしの今昔館では、近世から近代にかけて大阪で活動し

た絵師（大阪画壇）の作品を収集しています。彼らの作品の多く

は、四季折々のまちの景観や年中行事を画題としています。

本展では月岡雪鼎、佐藤魚大、西山完瑛、菅楯彦、五井金水など、

近世から近代にかけての大阪画壇の作品を展示します。大阪の

人々が愛好した春夏秋冬・花鳥風月の世界をお楽しみください。

◆会　 期：４月20日（土）～６月23日（日）　
◆主　催：大阪くらしの今昔館
◆観覧料：企画展のみ500円

開館時間 10：00～17：00（入館は16：30まで）

一　　般　600円／団体500円（20人以上）
高・大生　300円／団体200円（20人以上）
※中学生以下、障がい者手帳・ミライロID原本等持参者（介護者1名含む）、
　市内在住の65才以上無料（要証明書原本提示）
※企画展示の観覧料は別途必要です。

入 場 料

交通機関 ● Osaka Metro谷町線・堺筋線、阪急電鉄『天神橋筋六丁目』駅下車
    3号出口より住まい情報センター建物の地階へ連絡、エレベーターで8階へ
● JR大阪環状線『天満』駅から北へ約650m

休 館 日

4月～6月の休館日
４/ ２．８．９．１０．１１．１２．１６．２３．３０
  ５/ ７．１４．２１．２８
６/ ４．１１．１８．２５

火曜日    年末年始  その他臨時休館あり  

【8階モダン大阪パノラマ遊覧】
近代大阪の代表的な住まいと暮らしをジオラマ
や資料で再現。

【9階なにわ町家の歳時記】
江戸時代の大坂の町並みを実物大で再現。大通り
には、風呂屋や本屋、薬屋などが並び、ひときわ高
い火の見櫓も。路地を抜けると裏長屋の庶民の生
活をかいまみることもできます。

充実した展示や楽しいイベントなど、盛りだくさんな内容でお楽しみください。

イベント

常設展

■商家の賑い
令和6年4月7日（日）まで
■夏祭の飾り
令和6年4月13日（土）～令和6年9月1日（日）

見て聞いて楽しむ
■上方ことば塾
毎月 第2日曜日　14：30～15：00

■今昔語り
毎月 第3日曜日　14：30～15：00

■紙芝居
毎月 第3日曜日　11：00～12：00
奇数月 第3土曜日　14：30～15：00

■絵本で楽しい時間
毎月 第4日曜日　14：30～15：00

■芝居語り
毎月 第4日曜日  ①13：00～ ②14：00～ ③15：00～

大坂について学ぶ

※入場料（常設展）が必要です。
※費用の記述がないものは参加無料です。
※材料費は、当日お支払いください。
※日程等、予告なく変更になる場合がありますので 
　予めご了承ください。
※定員があるイベントは8階受付で12時から参加券
　を発行します。
※ワークショップは定員に達し次第終了します。

■水引きでブローチ作り
4月27日(土)　13：30～15：00
・ 材料費：300円
・ 当日先着20名

■ポスターで紙袋を作ろう
5月11日(土)　13：30～15：00
・ 材料費：100円
・ 当日先着20名

■万華鏡作り
5月12日(日)　13：30～15：00
・ 材料費：200円
・ 当日先着16名

■綿繰りと糸紡ぎ体験
5月25日(土)　13：30～15：00
・ 人数制限なし

■折り染め
6月8日(土)　13：30～15：00
・ 材料費：200円
・ 当日先着20名

■手ぬぐい遊び
6月9日(日)　13：30～15：00
・ 材料費：200円
・ 当日先着16名

■版木はがきを刷ろう
6月22日(土)　13：30～15：00
・ 材料費：200円
・人数制限なし

■簡単折紙
毎月 第4水曜日　14：00～15：30
・ 材料費：100円

■折り紙を折ろう
偶数月 第3土曜日　13：30～15：00
・ 材料費：100円
・ 当日先着16名

■鶴のつなぎ折り
奇数月 第3日曜日
13：30～15：00
・ 材料費：100円
・ 当日先着16名

ワークショップ

■組みひもストラップ作り
4月13日（土）　13：30～15：00
・ 材料費：300円
・ 当日先着20名

■桜ストラップ作り
4月14日(日)　13：30～15：00
・ 材料費：300円
・ 当日先着16名

■町家ツアー
平日・土曜日 10：20～
日曜日・祝日 13：10～

■町の解説
毎月 第1・3日曜日　13：00～15：30

「春夏秋冬 花鳥風月に遊ぶ」
大阪くらしの今昔館所蔵品展

〒530‐0041  
大阪市北区天神橋6丁目4‐20（住まい情報センタービル8階）　
 TEL：06‐6242‐1170　FAX：06‐6354‐8601

9階展示室前にて
頒布しております。
※入場料が必要です

“たてもの御財印めぐり”に
  参加中！

※会期中の休館日等は下記館情報を参照ください。

■今昔館の風景を額縁に飾ろう
4日（土・祝）　13：00～15：00
・材料費：300円
・当日先着16名
■あてもの
5日（日・祝）　10：00～16：00
・当日先着200名（小学生以下）
■兜を折ろう
5日（日・祝）13：30～15：00
・材料費：100円
・当日先着16名
■紙芝居特別口演
6日（月・振休）　13：00～15：00

ゴールデンウイークは今昔館におでかけ
5月4日（土・祝）～5月6日（月・振休）

源氏物語図屏風（部分）個人蔵
展示期間4月20日～5月20日

つきおかせってい さとうぎょだい にしやまかんえい すがたてひこ ごいきんすい
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news

廣野カツ花嫁衣装（昭和14年）

「きものしおり」に多勢の希望者が並びました

浮田光治・廣野カツ結婚写真（昭和14年）

船場花嫁物語Ⅱ 会場風景

本
展
覧
会
は
、昭
和
14
年
に
行
わ
れ
た
船
場

の
商
家
、浮
田
家（
次
男
光
治
）と
廣
野
家（
長
女

カ
ツ
）の
婚
礼
を
紹
介
し
た
も
の
で
す
。浮
田
家

は
東
区
北
久
太
郎
町（
現
中
央
区
船
場
中
央
）で

文
庫
紙
を
扱
う
商
家
で
し
た
。文
庫
紙
と
は
反

物
を
包
む
紙
で
、着
物
を
包
む
た
と
う
紙
よ
り

も
厚
手
の
も
の
で
す
。和
装
が
一
般
的
だ
っ
た

昭
和
戦
前
期
、文
庫
紙
の
需
要
は
高
く
、浮
田
文

庫
紙
店
は
京
都
や
名
古
屋
に
も
店
舗
を
構
え
る

大
商
店
で
し
た
。一
方
、廣
野
家
は
安
堂
寺
橋

（
現
中
央
区
南
船
場
）の
輸
出
玩
具
商
で
、外
国

人
向
け
の
日
本
土
産
な
ど
を
扱
っ
て
い
ま
し
た
。

船
場
の
商
家
同
士
の
婚
礼
は
、伝
統
儀
礼
に

従
い
華
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。挙
式
は
住
吉

大
社
、披
露
宴
は
昭
和
7
年
開
館
の
日
本
綿
業

会
館（
東
区
備
後
町
＊
現
中
央
区
）を
会
場
と
し

ま
し
た
。

展
示
資
料
は
、廣
野
家
が
娘・カ
ツ
の
た
め
に

誂
え
た
嫁
入
り
道
具
の
中
か
ら
着
物
を
中
心
に

構
成
し
ま
し
た
。

船
場
の
商
家
に
と
っ
て
嫁
入
り
道
具
は
娘
へ

の
財
産
分
与
の
意
味
が
あ
り
、嫁
ぎ
先
で
娘
が

不
自
由
す
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
一
生
分
の
着

物
や
装
身
具
、身
の
回
り
品
を
調
え
、そ
の
内
訳

を
書
き
上
げ
た「
荷
物
目
録
」を
添
え
婚
家
へ
と

送
り
出
し
ま
し
た
。

目
録
は
着
物
類
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
、「
御
式

服（
礼
服
）」と
し
て
花
嫁
衣
装
に
続
い
て
黒
留

袖
、色
留
袖
、訪
問
着
の
袷
、単
衣
、絽
が
合
わ
せ

て
17
着
。「
御
略
服（
普
段
着
）」と
し
て
、小
紋
、お

召
、浴
衣
な
ど
が
80
着
余
り
。式
服
用
、日
常
用
の

帯
が
合
計
63
本
。羽
織
、コ
ー
ト
な
ど
上
着
類
22

枚
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

会
場
に
は
、花
嫁
衣
装
、お
色
直
し
の
振
袖
な

ど
の
礼
装
の
コ
ー
ナ
ー
と
、普
段
着
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。ま
た
、羽
織
や

コ
ー
ト
、帯
の
他
、半
襟
、帯
締
め
、帯
揚
げ
、帯

留
め
、簪
な
ど
の
和
装
品
の
展
示
も
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、か
つ
て
の
船
場
の
女
性
の
暮
ら
し
ぶ

り
が
窺
え
る
手
許
箪
笥
や
文
机
な
ど
の
家
具
、

漆
に
蒔
絵
を
施
し
た
硯
箱
や
ワ
ニ
皮
や
ビ
ー
ズ

の
バ
ッ
グ
、切
子
の
化
粧
瓶
類
な
ど
の
手
廻
り

品
も
展
示
し
ま
し
た
。　　

嫁
入
り
道
具
は
い
ず
れ
も
素
材
、意
匠
、技
術

と
も
に
贅
を
尽
く
し
た
高
級
品
で
、船
場
商
家

の
財
力
を
伺
わ
せ
る
と
と
も
に
、娘
へ
の
思
い

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

太
平
洋
戦
争
に
向
か
っ
て
世
相
が
厳
し
く
な

り
つ
つ
あ
っ
た
時
代
、愛
娘
の
婚
礼
の
た
め
に

廣
野
家
が
調
え
た
華
麗
な
花
嫁
仕
度
の
品
々
に
、

古
き
良
き
船
場
文
化
に
思
い
を
馳
せ
る
展
示
と

な
り
ま
し
た
。

企
画
展
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、今
昔
館
オ
リ
ジ

ナ
ル「
S
D
Gs
き
も
の
し
お
り
」を
来
館
者
に

プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
企
画
を
、今
昔
館
の
学
芸
員
、

住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
担
当
、

相
談
担
当
が
連
携
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

現
代
の
よ
う
に
物
が
豊
か
で
は
な
か
っ
た
高

度
経
済
成
長
期
以
前
は
、古
く
な
っ
た
着
物
は
、

仕
立
て
直
し
て

寝
間
着
や
産
着

と
し
て
再
利
用

さ
れ
ま
し
た
。そ

れ
も
古
く
な
る

と
、お
し
め
や
雑

巾
と
し
、最
後
は

薪
の
代
わ
り
に

煮
炊
き
に
使
い
、残
っ
た
灰
は
畑
の
肥
料
と
し

て
、最
後
の
最
後
ま
で
使
い
切
り
ま
し
た
。

「
S
D
Gs
き
も
の
し
お
り
」は
今
昔
館
と
住

ま
い
の
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
古

着
を
解
い
て
傷
み
の
無
い
部
分
を
選
ん
で
ハ
ギ

レ
に
し
、色
柄
の
組
み
合
わ
せ
を
考
え
て
手
作
り

し
ま
し
た
。古
着
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
可
愛
ら
し

い「
き
も
の
し
お
り
」で
、S
D
Gs
へ
の
関
心
が

広
ま
れ
ば
幸
い
で
す
。

き 

も
の

 

し
お
り

イ
ベ
ン
ト

か
ん
ざ
し

う
き
た

み
つ
じ

あ
つ
ら

て
も
と
た
ん
す
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「
船
場
花
嫁
物
語
Ⅱ
」

　
　
　

レ
ポ
ー
ト

大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
で
は

令
和
5
年
12
月
９
日
〜
令
和
6
年
2
月
12
日
を

会
期
と
し
て
企
画
展「
船
場
花
嫁
物
語
Ⅱ
」を

開
催
し
ま
し
た
。展
覧
会
の
内
容
を

ア
ー
カ
イ
ブ
に
し
、あ
ら
た
め
て

展
示
の
意
義
を
振
り
返
り
ま
す
。

大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
学
芸
員

　
深
田
智
恵
子

企
画
展



（3）三越タグ 

（1）黒緑ビロード段替わり長コート（個人蔵） 

（4）几帳文様羽織（今昔館蔵）

（5）紫縮緬花文様袷訪問着（個人蔵）

（2）銀摺箔葉っぱ文様コート（個人蔵）

館
長  

横
川 

公
子

武
庫
川
女
子
大
学
附
属
総
合
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

〜
廣
野
家
の

嫁
入
り
支
度
に
み
る

大
阪
風
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン

廣
野
家
の
お
嫁
入
り
道
具
は
高
麗
橋
三
越

で
誂
え
ら
れ
ま
し
た
。三
越
は
江
戸
時
代
以

来
の
呉
服
商
で
、お
嫁
入
り
道
具
の
な
か
で

も
、と
り
わ
け
着
物
に
つ
い
て
は
素
材
、染
織
、

意
匠
の
い
ず
れ
も
贅
を
凝
ら
し
た
高
品
質
な

も
の
ば
か
り
で
し
た
。カ
ツ
の
た
め
に
誂
え

ら
れ
た
着
物
は
、当
時
の
流
行
や
廣
野
家
の

好
み
、三
越
の
個
性
と
相
ま
っ
て
独
創
的
な

な
洗
練
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
14
年
に
執
り
行
わ
れ
た
浮
田
家
と
廣
野

家
の
結
婚
に
際
し
、廣
野
カ
ツ
さ
ん
の
花
嫁
衣

装
は
伯
母
の
差
配
に
よ
り
、三
越
で
誂
え
ら
れ

た
と
い
い
ま
す
。現
代
に
比
べ
て
、当
時
は
ま
だ

着
物
の
色
柄
に
関
東
と
関
西
と
の
違
い
が
見
出

さ
れ
る
も
の
も
あ
り
、高
島
屋
は
京
都
風
、三
越

は
東
京
風
な
ど
、着
物
を
ど
こ
で
誂
え
る
か
に

よ
っ
て
も
違
い
が
み
ら
れ
ま
し
た
。嫁
入
り
道

具
の「
目
録
」に
掲
載
さ
れ
て
い
る
着
物
の
な
か

に
は
東
京
風
と
い
え
る
も
の
も
あ
り
、当
時
の

色
柄
の
傾
向
を
知
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
す
。

「
黒
緑
ビ
ロ
ー
ド
段
替
わ
り
長
コ
ー
ト（
1
）」

と「
銀
摺
箔
葉
っ
ぱ
文
様
コ
ー
ト（
2
）」の
コ
ー

ト
２
点
に
は
、「
三
越
」の
タ
グ（
3
）が
つ
い
て
い

ま
す
。い
ず
れ
も「
目
録
」に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な

い
も
の
で
す
が
、「
銀
摺
箔
葉
っ
ぱ
文
様
コ
ー
ト
」

の
赤
色・黄
色
な
ど
の
色
使
い
は
、当
時
の
三
越

の
モ
ダ
ン
な
雰
囲
気
が
み
て
と
れ
ま
す
。

昭
和
初
年
代
か
ら
、高
級
品
を
扱
う
百
貨
店

は
宣
伝
部
門
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
を
採
用
し
、得
意

先
に
月
毎
の
催
事
を
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
案
内
し
、

顧
客
は
提
供
さ
れ
た
モ
ダ
ン
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
を
取
り
入
れ
て
い
ま
し
た
。「
銀
摺
箔
葉
っ
ぱ

文
様
コ
ー
ト
」は
そ
う
し
た
モ
ダ
ン
な
着
物
の

一
つ
で
し
ょ
う
。赤・オ
レ
ン
ジ・グ
リ
ー
ン・紺

な
ど
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
強
い
原
色
を
大
胆
に

配
し
た
デ
ザ
イ
ン
は
、「
企
画
展 

文
様
採
集
」

（
2
0
2
4
年
2
月
21
日
〜
4
月
7
日
）に
展
示

中
の「
几
帳
文
様
羽
織（
4
）」（
大
阪
く
ら
し
の

今
昔
館
蔵
）と
共
通
す
る
雰
囲
気
が
あ
り
、三
越

の
嘱
託
デ
ザ
イ
ナ
ー
杉
浦
非
水（
1
8
7
6
〜

1
9
6
5
）に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る

廣
野
カ
ツ
さ
ん
の
花
嫁
衣
装
に
は
、「
目
録
」に
掲

載
さ
れ
て
い
る
も
の
以
外
の
着
物
も
多
数
含
ま

れ
て
お
り
、そ
の
な
か
に
は
廣
野
家
の
家
紋
が
付

い
た
着
物
も
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
は
婚
礼
前
に
誂

え
ら
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
も
の
で
、当
時
の
大
阪

で
好
ま
れ
た
柄
行
き
の
着
物
が
み
ら
れ
ま
す
。大

大
阪
の
時
代
に
は
、お
し
ゃ
れ
着
で
は
特
に
、大

柄
で
派
手
な
柄
行
き
が
多
く
、大
阪
風
の
好
尚
と

し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
ま
す
。例
え
ば
、「
紫
縮
緬
花

文
様
袷
訪
問
着（
5
）」に
み
ら
れ
る
大
柄
の
模
様

を
ゆ
っ
た
り
と
表
現
す
る
あ
た
り
は
、大
阪
風
と

も
い
え
る
で
し
ょ
う
。

C O L U M N

す
り
は
く

ち
り
め
ん

よ
こ
か
わ　
き
み
こ
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■
制
作
協
力  

（
株
）バ
ー
ド
・
デ
ザ
イ
ン
ハ
ウ
ス

あ
ん
じ
ゅVol.98

　
2
0
2
4
年
春
号
　
2
0
2
4
年
3
月
31
日
発
行
　
あ
ん
じ
ゅ
は
、春
・
夏
・
秋
・
冬
に
発
行
し
ま
す
。次
号
は
2
0
2
4
年
7
月
1
日
発
行
で
す
。

■
発
行
・
編
集

大
阪
市
立
住
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
者
　
大
阪
市
住
宅
供
給
公
社
・
ア
ク
テ
ィ
オ
共
同
事
業
体

（ 

☎
0
6
ー
6
2
4
2
ー
1
1
6
0 

〒
5
3
0
ー
0
0
4
1 
大
阪
市
北
区
天
神
橋
6
ー
4
ー
20
）

咲
き
こ
ぼ
れ
る
八
重
桜
に
両
腕
を
伸
ば
し
、枝
を
折
ろ

う
と
し
て
い
る
女
性
。桜
の
枝
は
裂
け
、そ
の
振
動
で
花
び

ら
が
散
っ
て
い
ま
す
。大
胆
で
意
表
を
つ
く
構
図
と
は
対

照
的
に
、女
性
の
表
情
は
柔
和
で
優
し
く
、作
品
は
優
美
な

行
っ
て
、

見
て
、

発
見！
news

v o l u m e . 91

桜
下
美
人
図 
江
戸
時
代
後
期

情
感
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。女
性
の
顔
貌
を
み
る
と
、眉
を

剃
っ
て
額
上
部
に
描
き
眉
を
し
、口
元
は
高
価
な
笹
紅
を

さ
し
、御
殿
風
の「
下
げ
上
げ
」に
髪
を
結
っ
て
い
ま
す
。着

物
は
墨
絵
風
で
色
彩
を
抑
え
て
い
ま
す
が
、帯
は
対
照
的

に
鮮
や
か
な
橙
色
で
、大
き
く
描
か
れ
た
白
菊
が
際
立
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、鯉
口
と
い
う
狭
い
袖
口
や
舟
底
型
の
袂
、

幅
の
狭
い
帯
を
結
び
切
り
に
し
て
下
方
に
垂
ら
す
公
家
風

の
着
付
を
し
て
い
ま
す
。た
く
し
上
げ
た
お
引
き
ず
り
の

裾
を
帯
に
挟
ん
で
引
き
出
し
、足
元
は
庭
下
駄
を
履
い
て

い
る
の
で
、ご
く
近
い
外
出
の
様
子
を
描
い
て
い
ま
す
。

公
家
の
侍
女
と
思
し
き
女
性
が
桜
の
枝
を
折
っ
て
い

る
図
か
ら
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、後
醍
醐
天
皇
の
中
宮

西
園
寺
禧
子
が
、政
務
に
忙
し
い
帝
の
気
を
引
く
た
め
に
、

侍
女
に
命
じ
て
紫
宸
殿
の
左
近
の
桜
の
枝
を
折
ら
せ
、

折
っ
た
枝
を
帝
の
前
で
み
せ
び
ら
か
し
て
、自
分
を
追
い

か
け
さ
せ
た
逸
話
で
す
。

大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館 

新
収
蔵
品

佐
藤
魚
大 

生
年
不
詳
〜
天
保
八（
一
八
三
七
）年
頃

さ
と
う
ぎ
ょ
だ
い

後
醍
醐
天
皇
と
禧
子
は
お
し
ど
り
夫
婦
と
し
て「
増

鏡
」な
ど
複
数
の
歴
史
物
語
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。御

所
の
桜
を
折
る
こ
と
は
禁
忌
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

帝
は
禧
子
を
咎
め
る
こ
と
な
く
、次
の
歌
を
送
っ
て
い

ま
す
。

九
重
の 

雲
ゐ
の
春
の 

桜
花

　
　
　
　秋
の
宮
人 

い
か
で
お
る
ら
む 

雲
の
立
つ
大
空
に
向
か
っ
て
高
く
咲
く
春
の
桜
花（
紫

宸
殿
の
桜
を
指
す
）を
、秋
の
宮
人（
中
宮
に
仕
え
る
人
）が
、

ど
う
し
て
折
っ
た
の
だ
ろ
う
か

こ
れ
に
対
す
る
禧
子
の
返
歌
は
、

た
を
ら
す
は 

秋
の
宮
人
い
か
で
か
は

　
　
　
　
　 

雲
ゐ
の
春
の 

花
を
み
る
べ
き

秋
の
宮（
中
宮
）で
あ
る
私
が
、宮
中
の
春
の
桜
の
よ
う
に

愛
し
い
あ
な
た
に
、ど
う
し
て
も
逢
い
た
か
っ
た
か
ら
で
す

                

「
新
千
載
和
歌
集
」春
下
一
一
六・一
一
七

禧
子
の
実
家
の
西
園
寺
邸
は「
秋
の
深
山
」と
呼
ば
れ
、

禧
子
は「
秋
の
宮
」と
称
さ
れ
て
い
ま
し
た
。女
性
の
帯
の

白
菊
は「
秋
の
宮
」即
ち
禧
子
の
暗
喩
と
し
て
描
か
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。鑑
賞
者
は
本
図
を
見
て
、帝
と
禧
子
の

逸
話
や
紫
宸
殿
の
桜
に
思
い
を
巡
ら
せ
、さ
ら
に
、帝
が
吉

野
に
南
朝
を
樹
立
し
た
歴
史
か
ら
、名
所
吉
野
の
桜
へ
思

い
を
馳
せ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

佐
藤
魚
大
は
、長
堀
三
休
橋
南
に
居
住
し
、山
水
画
や
風

俗
画
を
描
い
て
船
場
の
旦
那
衆
に
愛
好
さ
れ
ま
し
た
。本

図
は
古
典
、和
歌
、歴
史
的
な
知
識
の
基
に
鑑
賞
す
る
と
、

画
面
を
超
え
て
様
々
な
情
景
へ
と
想
像
が
広
が
る
作
品
で

す
。こ
の
よ
う
な
作
品
が
受
容
さ
れ
愛
好
さ
れ
た
こ
と
は
、

大
坂
町
人
の
教
養
の
深
さ
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

深
田 

智
恵
子

（
大
阪
く
ら
し
の
今
昔
館
学
芸
員
）

こ
い
く
ち

ふ
な
ぞ
こ
が
た

ち
ゅ
う
ぐ
う

き
し

あ
ん
ゆ

さ
さ
べ
に

こ
こ
の
え

み
や
び
と

た
も
と

だ
い
だ
い
い
ろ

し
し
ん

企画展「春夏秋冬 花鳥風月に遊ぶ」にてご覧いただけます。（展示期間4/20～5/20）




